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は じ め に

奈良県では 「奈良県環境保全型農業推進基本方針」に基づき、農業の持つ自然循、

環機能を生かし、生産性と調和しながら、環境負荷の軽減に配慮した環境保全型農

業の推進を図っています。

土壌診断に基づく施肥、たい肥の施用等の適切な土壌管理は、農業の生産性の向

上、気候変動の影響を受けにくい安定的な農業生産の確保という生産技術面のみな

らず、農地土壌が有する炭素貯留機能、物質循環機能、水・大気の浄化機能、生物

多様性の保全機能の維持・向上の観点からも極めて重要です。

、 、 、一方で 農業労働力の減少等により たい肥の施用量は減少傾向であるとともに

土壌・作物診断に基づかない不適切な施肥等により、土壌中の養分の過剰やバラン

スの悪化が顕在化しています。

このような状況の中、農林水産省において「土壌管理のあり方に関する意見交換

会」が開催され、平成２０年７月、たい肥の施用基準をはじめとする土壌管理に係

る基準の設定等の考え方が報告されました。

これを踏まえ、このたび、県たい肥の施用基準を改正し、たい肥由来の肥料成分

を考慮した施肥設計の必要性について加筆、年次経過による品種・作型等の見直し

を行い、農作物の施肥基準を改訂いたしました。

本資料が、適正な施肥、安全な農産物生産、環境保全型農業の推進のため、指導

者をはじめ広く関係の方々に活用いただければ幸いです。

平成２１年３月

奈良県農林部長 川端 修
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１. 施肥の基本 

本施肥基準は、作付面積が大きな作物について、代表的な作型及び品種を、地力が中庸な土壌、またたい

肥等良質有機物資材による土づくり、平均的気象推移を前提として作成しています。 

この基準に従って使う肥料の種類、施肥時期、施肥位置、施肥量を決定するときは、土壌・生育診断結果、土

性、品種、気象等の条件を考慮してください。特に、施肥量はたい肥施用基準に基づいたたい肥由来の肥料成

分の肥効や、施肥位置・方法による肥効率の違いを考慮して決定することが必要です。 

 

 

肥料が作物に吸収されるまでの経路  

 

 

※施肥の効果に影響を与える要因 

 ○ 肥料の種類 （化成、有機、緩効性等） → 植物が吸収できるように変化する量や速度に関係 

 ○ 施肥時の温度や水分 → 肥料の溶けやすさ、有機物の分解速度等に関係 

○ 施肥位置・方法 （根に触れる割合の違い） → 根に触れなければ吸収されないが、近すぎると 

根腐れの原因 

 ○ 施肥や土づくりの履歴 → 吸収されずに残った肥料や地力からも肥料が供給される 

 ○ 栽培方法 （施設、露地、地形等） 

 ○ 施設では降雨がなく、肥料が残りやすく、温度が高いので分解が速い 

 ○ 傾斜地では、肥料が流れやすい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
流 亡 流 亡 

地   力 

投入量 肥料吸収量 投入量 

施肥量×利用率 施肥量×無機化率×利用率 

蓄積量×可給化率

化 学 肥 料 有機質肥料・たい肥等 
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１） 肥料の種類 

農耕地などに使われる肥料は、法律（肥料取締法）によってその種類、品質、規格等が決められています。 

特殊肥料は、成分等の品質が一定でなく含有成分も保証されていませんが、経験、五感によって品質が識別

できるもの、また、土壌改良効果も合わせ持っているものです。原料としては、魚かす（加工して粉末としたもの

は普通肥料）や米ぬか、発酵かす、草木灰、家畜排せつ物等の他産業の副産物が多く使われます。家畜排せ

つ物等を発酵させてつくるたい肥類は特殊肥料ですが、汚泥を原料とした場合は、有害金属が含まれる恐れが

あるため、厳しい品質基準が求められる普通肥料になっています。 

普通肥料は、特殊肥料以外の肥料です。一般に市販されている肥料の大部分を占め、含有する保証成分量

等が定められています。普通肥料の種類は、以下の13に分類され、それぞれ肥料の種類が細分され、主成分

の最低保証量などが細かく定められています。 

 

・窒素質肥料 

・リン酸質肥料 

・加里質肥料 

・有機質肥料 

・複合肥料 

・石灰質肥料 

・ケイ酸質肥料 

・苦土質肥料 

・マンガン質肥料 

・ホウ素質肥料 

・微量要素複合肥料 

・汚泥肥料等 

・農薬その他の物が混入される肥料 

 

普通肥料の保証成分の慣用省略記号は表1-1の通りです。また、主要化学肥料の分類、肥料の種類、有効成

分、保証成分量及び特性等は表1-2の通りです。 

 

表1-1 肥料の保証成分慣用省略記号 

記号 成　　　　　　　　　   分 備　　考

TN 窒素全量（内数としてAN、NN等も含まれる） T：【全量】

AN ｱﾝﾓﾆｱ性窒素 ・含まれる全ての量

NN 硝酸性窒素 C：【ク溶性】

TP ﾘﾝ酸全量(内数としてCP、SP、WPも含まれる)

CP ｸ溶性ﾘﾝ酸(2%ｸｴﾝ酸に溶けるﾘﾝ酸、内数としてWPも含まれる)

SP 可溶性ﾘﾝ酸(ﾍﾟｰﾃﾙﾏﾝｸｴﾝ酸塩液に溶けるﾘﾝ酸、内数としてWPも含まれる) S：【可溶性】

WP 水溶性ﾘﾝ酸

TK 加里全量（内数としてWKも含まれる）

CK ｸ溶性加里（2%ｸｴﾝ酸に溶ける加里、内数としてWKも含まれる） W：【水溶性】

WK 水溶性加里 ・水に溶ける量

SMg 可溶性苦土(0.5M塩酸液に溶ける苦土、内数としてWMgも含まれる)

CMg ｸ溶性苦土(2%ｸｴﾝ酸に溶ける苦土、内数としてWMgも含まれる)

WMg 水溶性苦土

SSi 可溶性ｹｲ酸(0.5M塩酸液に溶けるｹｲ酸、内数としてWSiも含まれる)

WSi 水溶性ｹｲ酸

・根から分泌される酸で溶
解して有効化する量

・一定の条件下で溶解し
有効化する量

窒素以外の略称は正式
には酸化物で表す。
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表1-2 主要化学肥料の種類と特性等(肥料便覧ほか) 

主成分 特性

硫酸アンモニア
(硫安)

AN 1.速効性で土に吸着されやすい
2.生理的酸性(硫酸が残る)
3.マメ類、柑橘類、チャなど硫黄好む作物に適

塩化アンモニア
(塩安）

AN 1.速効性(＞硫安)で土に吸着されやすい
2.吸湿性
3.生理的酸性(塩素が残る)
4.繊維作物(塩素必要)に適、ｲﾓ類に不適

硝酸アンモニア
（硝安）

AN
NN

1.速効性で硝酸性窒素は流亡しやすい
2.吸湿性が強い
3.生理的中性
4.酸化力が強く危険物指定

硝酸ソーダ
（チリ硝石）

NN 1.水によく溶け、速効性、流亡しやすい
2.吸湿性
3.生理的アルカリ性

硝酸石灰
（ﾉﾙｳｪｰ硝石）

NN 1.水によく溶け、速効性、流亡しやすい
2.吸湿、潮解性が強い
3.生理的アルカリ性
4.施設栽培、水耕栽培によく使われる

尿素

TN 1.水によく溶け速効性
2.炭酸ｱﾝﾓﾆｱに変われば(施肥後2日程度)土に吸着
3.吸湿性
4.生理的中性
5.施設栽培ではガス害に注意

石灰窒素

TN
アルカリ分

1.主成分は水によく溶けるが、シアナミドが無害で有効なアンモニアになるま

2.分解中のジシアンジアミドが硝化抑制、比較的肥効が長い
3.雑草、土壌病害などの抑制効果

主成分 特性

過ﾘﾝ酸石灰
（過石）

SP
WP

1.水溶性、速効性、土の固定作用受けやす い
2.生理的中性　化学的酸性（pH3前後）
3.石こうが50%程度含まれる

熔成リン肥
（熔リン）

CP
CMｇ
Ssi

アルカリ分

1.水溶性を含まない、緩効性
2.土の固定作用受けにくい
3.化学的アルカリ性(pH10)
4.BM熔ﾘﾝはホウ素、マンガンを保証

苦土重焼リン

CP
WP
CMg

1.水溶性とク溶性を含み、長期、短期の作 物とも有効
2.苦土の肥効が高い
3.BM苦土重焼ﾘﾝはホウ素、マンガンを保証
4.生理的中性

リンスター
CP
WP
CMg

1.水溶性とク溶性の中間的性格
2.pHを上げずリン酸、塩基の供給ができる
3.BMリンスターはホウ素、マンガンを保証

窒

素

質

肥

料

肥料の分類と種類

リ

ン

酸

質

肥

料

　　注）一般に畑状態では、アンモニア性窒素が速やかに硝酸化成作用により硝酸性窒素に変化する。
　　　　そのため、土に吸着せずに流亡しやすくなる。

肥料の分類と種類
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主成分 特性

硫酸加里
（硫加）

WK 1.水に溶け速効性で土に吸着する
2.生理的酸性

塩化加里
 (塩加)

WK 1.水によく溶け速効性で土に吸着される
2.生理的酸性

珪酸加里

CK
Ssi
CMg

1.ク溶性で肥効に持続性がある
2.珪酸が可溶性でカリウムと結合
3.ク溶性の苦土とホウ素を含む
4.化学的アルカリ性(pH11前後)

リン安
AN
SP
WP

1.窒素もリン酸も作物に利用されやすい
2.高度化成の原料に使われることが多い

NK化成
AN
WK

1.速効性で追肥に使われる
2.尿素入りはTNも保証
3.硝安入りはNNも保証

PK化成

CP
WP
WK
CMg

1.窒素単肥使用、窒素残効大の元肥に 有効
2.基盤整備水田(切り土水田)や造成園に適
3.ク溶性マンガン、ホウ素保証のものもある

化成肥料
（３成分）

(普通化成)
過石･硫安･尿素･硫加･塩化･アン
モニア・リン鉱石･石灰窒素･硫酸
等を化成造粒

(高度化成)
成分含有形態によって、リン安系･
苦土リン安系･リン加安系･リン硝
安系･尿素系などの種類がある

1.窒素と加里は水溶性で速効性
2.普通化成は石灰窒素を原料としたものを除き、リン
酸が水溶性のものが多い
3.高度化成はリン安系､リン加安系を除き リン酸 がク
溶性の割合が高い
4.３成分の含有比により、主に元肥用、追肥用に分け
られる
5.硝酸入りのものは硫酸、塩素の含量が少なく土壌を
酸性化しない生理的中性

配合肥料

単肥･有機質肥料･化成肥料など
を単に混合したもの
窒素､リン酸、加里の内 2成分以
上保証

1.地域、作物、土壌に対応した銘柄が多い
2.３成分の含有比、配合原料によって、主に元肥用、
追肥用に分けられる

生石灰

アルカリ分 1.水と激しく反応、発熱するので保管注意
2.湿気と炭酸ガスを吸収固結
3.アルカリ性が強いので施肥量は炭ｶﾙの55%とし、施
肥後10日程度に播種、定植

消石灰
アルカリ分 1.炭酸ガスを吸収し体積増大、保管注意

2.ｱﾙｶﾘ性が強いので施肥量は炭ｶﾙの75%とし、施肥
後7日程度に播種、定植

炭酸石灰
(炭カル)

アルカリ分
1.施肥直後でも作物に害がない

苦土石灰
(苦土カル)

アルカリ分
SMg 1.施肥直後でも作物に害がない

石

灰

質

肥

料

肥料の分類と種類

加

里

質

肥

料

複

合

肥

料
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主成分 特性

硫酸苦土
(硫マグ)

WMg 1.速効性
2.生理的酸性

水酸化苦土
(水マグ)

CMg 1.ク溶性で長期の作物に適
2.化学的アルカリ性
3.リン酸不足酸性土壌にリン酸と併用有効

腐植酸苦土
(アヅミン)

CMg
WMg

1.ケイ酸、鉄、マンガン、ホウ素などの補給にも有効

鉱さいケイ酸
(ケイカル)

Csi
アルカリ分
CMg

1.土の酸性改良にも効果

軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄ
粉末

Ssi
アルカリ分

1.ALC（建材）残渣を粉末化した肥料
2.ケイ酸質肥料としての効果が高い

硫酸マンガン
WMn 1.アルカリ性では不溶化

2.アルカリ性肥料との同時施用は不可
3.過湿土壌・酸性土壌では過剰症の懸念

加工マンガン
WMn
WMg

1.微酸性、アルカリ性土壌に適
2.マンガンの含有量が少ないため、多量施用時にはマグネシウム
過剰に注意

鉱さいマンガン
CMn

副成分(Si・Ca・Mg)
1.ク溶性で長期間肥効が継続
2.アルカリ性なので、畑土壌ではマンガンが不可給化

炭酸マンガン
SMn 1.硫酸マンガンに次いで肥効が高い

2.主に配合肥料等の原料

ホウ酸塩

CB
WB

1.水溶液はアルカリ性
2.過剰施用による濃度障害を起こしやすい
3.前年に欠乏症等が見られた圃場に施用
4.葉面散布は、温水に溶解してから水で希釈する

ホウ酸
CB
WB

1.使い方はホウ酸塩肥料に準ずる
2.濃度が高いので、濃度障害に注意

溶性ホウ素
CB
WB

副成分(Ca・Si・K)

1.ク溶性成分が多いので、遅効的
2.濃度障害に注意

溶性微量要素複合
(FTE)

CMn
CB
CZn
CCu
CFe
CMo
CMg

1.銘柄によりマンガン、ホウ素以外の成分が含まれていないもの
もある
2.総合的な微量要素補給が可能
3.ク溶性なので遅効的
4.砂質土壌等肥料流亡が激しい場所に適

混合微量要素
微量要素肥料を混
合したもの
マンガン、ホウ素

1.銘柄によりマンガン、ホウ素以外の成分含有率が大きく異なる
2.銘柄によりク溶性、水溶性の割合が大きく異なる
3.必要とする微量成分により銘柄を選択

殺虫剤・殺菌剤入
1.養魚池周辺での使用は避ける
2.全層、表層施用は避ける

倒伏軽減剤入

1.イネ以外には使用不可
2.使用時期を誤ると効果無し
3.ワラは堆肥原料としない

苦
土
質
肥
料

肥料の分類と種類

ケイ
酸質
肥料

微

量

要

素

肥

料

農
薬
入
り
肥
料

混入が許される農
薬の種類と最小量
が決められている
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２） 施肥の注意点 

肥料を使用する場合、含まれている成分やその量が同じでも、肥料の種類によって効き方が異なります。 

農作物の性質や状態、栽培管理、土壌診断結果、また施肥量、施肥時期に応じて肥料を選ぶ必要があります。

また、肥料の種類によっては、施肥するとき混合できるもの、できないものがあるので注意が必要です。 

 

 ①速効性肥料 

硫安、塩安、硝酸ソーダ、硝酸、石灰、硝安、尿素、リン安、過リン酸石灰、重過石、重硝リン、硫酸加里、塩化

加里、重炭酸加里及びこれらの有効成分を含む化成肥料、配合肥料や液肥などがあります。 

これらの肥料成分は水溶性のものが多く、一度に多量の施肥は濃度障害を起こしやすく、普通は追肥に適し

ます。しかし雨の多い時期やかん水回数の多い作物では流亡も多くなります。アンモニア性窒素は土壌に吸着

保持され流亡しにくいですが、畑土壌では普通すぐ酸化され硝酸性窒素となり流亡しやすくなります。 

ただし、リン酸質肥料は水溶性であっても、土壌中のアルミニウムや鉄と結びついて不溶化するので普通は

元肥として利用されます。追肥で利用する場合は、土壌中での移動が少ないので、中耕、培土など、根域の拡

大が大切です。 

 

 ②肥効調節型肥料  

この肥料には大きく分けて次の3種類のものがあります。 

 ・化学的に肥効を遅らせた緩効性肥料（化学合成緩効性肥料） 

 ・水溶性の肥料を安定な薄い被膜で覆い、肥料成分の溶出速度を物理的に調節した肥料（被覆肥料） 

 ・アンモニア性肥料に硝酸化成抑制剤を加えた肥料（硝化抑制剤入り肥料） 

 

 ア)緩効性肥料 

現在市販されている緩効性窒素肥料の種類と特性は表 1-3の通りで、主に緩効性窒素入り複合肥料の原料

に使われ、水稲、野菜・果樹園芸用の肥料として販売されています。 

 

                                表 1-3 化学合成緩効性窒素肥料の特性 

 

IB・IB入り肥料 

加水分解されて尿素に変わると速効性となります。緩効性を増すために造粒されており、普通、土壌中で

30日間前後の肥効を現します。スーパーIBは、メチロール尿素を加えて堅い粒状としたもので、通常のIB

よりも安定的に長期の肥効を示します（水田で約100日、畑状態で約120日）。 

CDU・CDU入り肥料 

 通常の土壌 pH ではほとんど水に溶けず、微生物分解性で遅効性の有機質肥料と同じ肥効を現します。

ただし、連続して使用した場合、土壌中にCDU分解菌が増殖し分解速度が速くなる場合があります。 

ウレアホルム・ウレアホルム入り肥料 

 加水分解速度は、酸性条件で速くなり、水中よりも土壌中で速くなります。高温期の分解速度は有機質

肥料とほぼ同等ですが、低温では有機質肥料よりも遅くなります。 

溶解度25℃

 g/100g水

ＩＢ 尿素とｲｿﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ縮合物 32 0.09 加水分解・造粒効果大

ＣＤＵ 尿素とｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ縮合物 33 0.08 加水分解及び微生物分解
造粒効果大

ｳﾚｱﾎﾙﾑ 尿素とﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ縮合物 加水分解及び微生物分解
造粒効果有り

ＧＵ ｼﾞｼｱﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ加水物  硫酸塩
　　　　　　〃　　　　　　リン酸塩

28
33

4
5.5

微生物分解・土壌吸着性大
水田土壌で無機化が速い

ｵｷｻﾐﾄﾞ ｼｭｳ酸とｱﾝﾓﾆｱ縮合物 32 0.02 微生物分解・造粒効果大

窒素含量 ％主     成     分種 類 分　　解　　特　　性
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グアニル尿素(GU)・グアニル尿素入り肥料 

 分解の速度は、畑状態で遅く水田状態で速いことから、嫌気的な条件で活発な微生物により分解される

と考えられています。畑状態でも、多量の有機物を投入した場合には還元状態になりやすいので、分解が

早まる場合があります。 

オキサミド・オキサミド入り肥料 

 水にはほとんど溶けないので、流亡や溶脱による損失は起こりにくくなっています。油かすや米ぬか等

の易分解性有機物を添加すると分解が速くなります。また、中性で高温、好気的条件で分解が速まります。 

緩効性加里肥料 

ケイ酸加里肥料は、水には溶けませんが、クエン酸などの弱酸に溶け、土壌中でゆっくり肥効を現すので、

透水過多な砂質土壌で肥効が大きくなります。 

 

 イ)被覆肥料 

粒状の速効性肥料を樹脂などでコーティングし、肥料成分の溶出を調節した肥料で、溶出期間やパターン、

含有成分の異なるものが市販されています(表 1-4)。溶出期間やパターンは、栽培する作物にあったものを選

択します。特に、シグモイド型、初期溶出抑制型のものは、ラグ期間（25℃水中で成分の10%が溶出する期間）や

溶出開始までの期間に注意する必要があります。 

また、栽培する作物に合わせて、事前に他の肥料と混合したものが市販されています。 

 

表 1-4 被覆肥料肥樹脂皮膜の種類と溶出パターン 

 

水稲栽培では、溶出タイプの選定と組み合わせ、また速効性の複合肥料との配合等による全量元肥や元肥重

点施肥が可能です。シグモイドタイプを利用した育苗箱全量施肥等、局所施肥との組み合わせによる大幅な利

用率向上によって、効率的かつ省力で、しかも環境への負荷の少ない施肥が可能です。  

野菜作でも、施肥の省力、環境への負荷の低減のため、果菜類の全量元肥施肥や葉菜類の２作１回施肥が

速効性肥料との組み合わせで可能です。 

施肥量が多い茶園では、施肥時期による肥効と耐寒性等の問題はありますが、速効性の化学肥料や硝酸化

成抑制剤との併用によってより肥料利用率を向上できます。 

 

 ウ)硝酸化成抑制剤入り窒素肥料 

ほ場に施肥された窒素は、微生物の作用で最終的には硝酸態窒素に変化します（硝酸化成作用）。硝酸態窒

素は、土壌による吸着性が低いため流亡しやすくなります。また、水田では、窒素ガスとなって大気中に揮散し

てしまう脱窒が起こりやすくなります。 

肥料シリーズ 樹脂皮膜の性質と種類 溶出パターン 特徴

LPコート
熱可塑性
ポリオレフィン系樹脂

LP:放物線型
LPS･LPSS：シグモイド型

尿素が主体で高成分
BB肥料原料等にも使用

ロング
熱可塑性
ポリオレフィン系樹脂

ロング：放物線型
スーパーロング：初期抑制型

硝酸態およびアンモニア態窒素
のほかにリン酸、加里を含む

セラコート
熱硬化性
植物油脂系アルキッド樹脂

CK,Nタイプ：放物線型
Uタイプ：シグモイド型

尿素、NK、硝酸の各タイプあり
市販品は、ブレンド複合肥料

SCコート
硫黄、ワックス 放物線 窒素、リン酸、加里を含む

硫黄成分あり

シグマコート
熱硬化性
植物油脂系アルキッド樹脂

200、202：放物線型
Uタイプ：初期抑制型

窒素、リン酸、加里を含むタイプ
と尿素タイプがある

エムコート
熱可塑性
ポリオレフィン系樹脂

L:放物線型
S:シグモイド型

尿素が主体で高成分

UCコート
アルカリ可溶性樹脂
アルカリ剤

シグモイド型
　ラグ期は20～50日

尿素が主体で高成分
溶出開始後の速度が速い

コープコート
熱硬化性
植物油脂系アルキッド樹脂

放物線型 窒素、リン酸、加里を含む
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硝酸化成抑制剤は、硝酸化成菌の働きを抑制することで、流亡や脱窒を抑制し、比較的長期にわたり肥料効

果を持続させることができます。 

硝酸化成抑制剤として開発されたものは7種類の化合物がありますが、現在主に使われているものは表 1-5

に示した5種類です。 

硝酸化成抑制剤入りの肥料を用いる場合の利点と注意点は以下のようなものがあります。 

・ 肥料効果が持続するので元肥として利用すれば、追肥を省くことが可能 

・ 追肥しにくいマルチ栽培での全量元肥としても利用可能 

・ 傾斜地に栽培される果樹等の場合、土壌への吸着性が強いアンモニア態窒素の形態でとどまるので降雨

による表面流亡を抑制 

・ 果実着色時期に近接して用いると、着色遅れを誘発 

・ 硝酸を好む作物（ホウレンソウ、ダイコン等）には不適 

 

表 1-5 硝酸化成抑制剤の種類 

 

  ③有機質肥料   

有機質肥料は、微生物によって分解されて初めて肥効が現れる緩効性肥料で、一般に元肥として利用されま

すが、分解速度が地温によって大きく左右されるので、作物、施肥時期によって注意が必要です。 

冬季は肥効が現れるのに10日～20日以上かかり、その後も非常に緩慢です。夏季は、速く、植物質の油か

す類では、施肥後2～3日で肥効が現れ、1週間ほどで ピ－クになり、追肥としても利用できます。主なものの成

分は表 1-6のとおりです。 

しかし、多量に施肥するとメタンやアンモニアガス障害、有機酸による根の障害を起こす恐れがあります。 

動物質の蒸製皮革粉や蒸製てい角粉等も遅効性の窒素肥料ですが、成分含有量が高く、粒の細かい製品を、

高温の施設内でさらし肥で使用すると、急激に分解し、ガス害を起こすことがあります。 

これらの欠点をなくすため、古くから「ぼかし」肥料として利用されることがあります。これは有機質肥料に米ぬ

か、モミガラ、山土などを混合し、水を加え2～3週間堆積発酵した後乾燥させ発酵を止めたものです。これは表

 1-7のように無機態の窒素が含まれ、初期から肥効を現わすとともに、その後の肥効が、温度にあまり影響され

ない性質があり、使いやすい有機質肥料です。 

有機質肥料は化学肥料と異なり、硫酸や塩酸などが土壌に残らず、土の理化学性や微生物環境をよくする働

きがあります。しかし、加里をほとんど含まないので、草木灰や硫酸加里、たい肥と併用することが有効です。 

また土壌診断で加里が集積している施設などで利用します。 

 

 

 

 

 

 

硝酸化成抑制剤 混　入　す　る　割　合 特　性　等

Dd
(ｼﾞｼｱﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ)

複合肥料の中の窒素の量に対し、
ｼﾞｼｱﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ性窒素が10%

窒素成分量66.6%   　　易溶

ST
(ｽﾙﾌｧﾁｱｿﾞｰﾙ) 尿素中に約1%

窒素成分量16.5%   　　難溶

ASU
(ｸﾞｱﾆﾙﾁｵｳﾚｱ)

複合肥料の中に約0.5%
脱窒が少ない
魚毒性有り
窒素成分量47.4%   　　難溶

ATC
(4-ｱﾐﾉ-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰﾙ塩酸塩)

窒素成分量46.5%   　　易溶

DCS
(N-2,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙｻｸｼﾅﾐﾄﾞ)

尿素の中に1%
硝酸ｱﾝﾓﾆｱの中に0.5%
複合肥料の中に約0.3%

魚毒性有り
窒素成分量5.4%    　 　易溶
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表 1-6  主な有機質肥料の肥料成分(%) 

 

 

 

 

表 1-7 ぼかし肥料とその原料の成分比較(%) 

 

注)棉実油ｶｽ、蒸製てい角粉、蒸製骨粉、山土(ﾏｻ土)、過リン酸石灰を 

重量で1:2:1:5:1の割合で混ぜ(原料)、水分20%で 3週間堆積発酵後 

乾燥したもの                

 

 

 

 

 

 

 

窒素全量　  ［内無機態窒素割合］ リン酸全量  加里全量

ぼかし肥料    　3.1　　　　       　［27.3］ 4.1 0.3

原　　　料 　   4.4 　　　　　      ［  2.2］ 2.8 0.7

    肥料の種類   窒素全量 リン酸全量 加里全量 肥効と使用上の留意点

魚かす粉末 －
アンモニア態窒素は、1週間でピーク
硝酸態窒素は、4週目から2週間程度
かためて施肥するとガス障害の恐れ

肉かす粉末 －
無機加速度は、魚かす粉末と同程度
リン酸が少ないので注意

蒸製骨粉 －
リン酸が多く含まれるが、大部分がク溶性
BSEの問題で単体での販売はない

乾血粉末 －
無機加速度は、魚かす粉末より速いが、硝化
速度やや遅い
速効性

蒸製てい角粉 － 遅効性

蒸製毛粉 － 遅効性

蒸製皮革粉 － － 遅効性

なたね油かす粉末
植物油かす類の中では最も分解が遅く、施
肥後3週間程度を要する
多量施用すると有機酸、ガスの発生

棉実油かす粉末
分解速度は、ﾅﾀﾈ油かすより速く、大豆油か
すより遅い

大豆油かす粉末
アンモニア態窒素は、1週間でピーク
同時に硝酸態窒素も生成
強酸性土壌では、分解が遅い

ごま油かす
非常に高価な肥料
主として花き園芸に利用される

副産植物質肥料

　(内醤油かす粉末) － － 塩素を嫌う作物には不適

豆腐かす乾燥肥料 － オカラを乾燥した肥料

乾燥菌体肥料 成分形態、組成は植物油かす類に類似

加工家きんふん肥料
窒素成分の大半は有機態
一部アンモニア態窒素
リン酸は可溶性
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表 1-8 肥料の配合適否表 

 

 

 

 

 

 

 

硫安
石灰窒
素

 尿素  硝安 熔リン 硫加
苦土過リ
ン酸

魚粕

塩安
(苦土）炭
カル

塩加
混合ﾘﾝ
肥

植物油粕
粉末

◎：配合可
過リン酸
石灰

消石灰
ホウ酸肥
料

その他有
機質肥料

▲：扱いが困難
硫酸マン
ガン

生石灰
ホウ酸塩
肥料

大豆油粕
粉末

■：配合不適
硫酸苦
土

水マグ
ウレアホ
ルム

複合肥
料

ケイカル IB

草木灰 CDU

硫安･塩安･過ﾘﾝ酸石灰･硫酸
ﾏﾝｶﾞﾝ･硫酸苦土･複合肥料

  ■   ▲   ▲   ■   ◎   ◎   ◎

石灰窒素   ■   ▲   ■   ◎   ▲   ■   ◎

尿素   ▲   ▲   ▲   ▲   ▲   ▲
▲
■

硝安   ▲   ■   ▲   ■   ▲   ▲   ■

熔ﾘﾝ･炭(苦土)ｶﾙ･消石灰･生
石灰･水ﾏｸﾞ･ｹｲｶﾙ･草木灰

  ■   ◎   ▲   ■   ◎   ■   ◎

硫加･塩加、 ﾎｳ酸肥料･ﾎｳ酸
塩肥、ｳﾚｱﾎﾙﾑ･IB･CDU

  ◎   ▲   ▲   ▲   ◎   ◎   ◎

苦土過ﾘﾝ酸･混合ﾘﾝ肥   ◎   ■   ▲   ▲   ■   ◎   ◎

魚粕･植物油粕粉末･その他
他有機質肥料･大豆油粕粉末

  ◎   ◎
 ▲
 ■

  ■   ◎   ◎   ◎
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３） 施肥時期  

肥労力軽減の面からは全量元肥が理想ですが、収量・品質の維持、濃度障害回避、環境負荷軽減のために

は、作物の生育ステージや土壌条件に合った施肥が必要です。 

 〔窒素の施肥時期〕 

窒素は吸収量が多く過剰施肥すると過繁茂や濃度障害、品質低下の原因となり、硝酸性窒素の流亡による環

境負荷の増大や脱窒による損失が大きくなることから、少量ずつ数回に分けて施肥を行う分施が有効です。 

また、土壌診断に基づく施肥や肥効調節型肥料、有機質肥料の利用、局所施肥等を活用することによって追

肥回数を極力抑え、かつ環境への負荷を軽減した施肥が可能です。 

 〔リン酸の施肥時期〕 

リン酸は初期施肥の効果が高く、土壌中で移動しにくいので元肥施肥が基本です。 

追肥として表面施用した場合は、利用効率をできるだけ高めるため、中耕や培土による根域の拡大が必要で

す。 

 〔加里の施肥時期〕 

加里は吸収量が多く贅沢吸収しやすいので、窒素と同様に分施することが有効です。 

特に開花・結実期に要求量が増加するのでタイミングを合わせて必要な量を施肥します。 

 

４） 施肥位置 

 〔全面全層施肥〕 

一般に元肥として作土全体に肥料を混和する施肥法です。施肥に要する労力が少なく、多量施肥できます。 

濃度障害が発生しにくい施肥方法です。 

水田を除くと肥料中のアンモニア性窒素が硝酸化成作用により速やかに硝酸性窒素になり、流亡しやすくなり

ます。 

リン酸は土壌に固定されやすいため、利用率が低下します。 

 〔表面施肥〕 

主に追肥に用いられる施肥方法です。 

少ない労力で施肥できますが、作物に吸収されずに土壌に残る肥料成分が多く、利用率が低下します。 

また、傾斜地等の表面流去水が多い地形では、流亡量が多くなります。 

 〔局所施肥〕 

流亡量の減少や肥料利用率の向上により環境負荷を低減するために有効な方法です。 

局所施肥の種類には下記のようなものがあります。 

 野菜や果樹の植穴施肥やスポット施肥 

 追肥の帯状施肥 

 深層溝施肥 

 水稲の育苗箱全量層状施肥 

 側条施肥 等 

リン酸についても、土壌との接触面積が少ないことから、固定量が少なくなり肥効が高まります。 

 

５） 土壌・生育診断と施肥 

施肥をより適正に行うには、土壌・作物体の状態把握の目安となる化学分析数値をもとに診断し、設計する必

要があります。 

土壌診断は化学分析値だけでなく、これまでの作付けや施肥の履歴、生育状況、気象条件等も考慮に入れ

て行います。 

土壌診断を行う場合には、pHやEC等の比較的簡易に測定できる分析値と、それまでの履歴や生育状況、ほ

場の乾湿等がわかれば、ある程度の範囲で判断できるケースが多くあります。いきなり、全ての項目を分析する

のではなく、聞き取り等から得られる様々な情報から、分析の必要性を判断することが重要です。 
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  ①土壌pH(H2O)と ECからの推測 

 

                         表 1-9  pH値とEC値からの大まかな土壌診断 

 

表1-10 施肥前の土壌EC値による大まかな元肥施肥量の目安 

 

表1-9、表1-10のように土壌のpH値とEC値から大まかな土壌の状態を把握するとともに、元肥施肥量を補

正する事ができます。 

しかし、施設連作土壌やたい肥等を多量に施用している土壌では、pH値やEC値だけで判断できない場合

があります。その時には土壌の無機態窒素量や交換性加里などを簡易に分析し、ある程度把握する必要があり

ます。 

これらの分析値を参考にしながら、肥料の種類や施肥時期、施肥量を決定します。特にリン酸が集積している

ような施設土壌ではリン酸の含有割合の低い肥料を選択するなどの調節が必要です。 

 

 

 ②土壌無機態窒素量と元肥窒素施肥量の計算 

土壌の無機態窒素量がわかれば次のようにして、元肥あるいは全施肥（総量）に使用する肥料の量を計算で

きます。 

 

(例)前作栽培跡地土壌の無機態窒素量     12mg/100g乾土 

作付け予定作物「夏秋栽培ナス」元肥窒素成分量  40kg/10a 

使用肥料：有機入り化成肥料     成分組成8-8-8(%) 

（土壌の仮比重 1、作土10cmとすると10a当たり乾土量100,000kg） 

10a当たり土壌残存窒素量 12mg×100,000kg/0.1kg = 12kg/10a 

10a当たり施肥窒素成分量 40(kg/10a) ‒ 12(kg/10a) = 28kg/10a 

10a当たり施肥量（現物）  28(kg/10a)/0.08  = 350(kg/10a) 

 

pH EC 窒素 塩基

低 低 少 少
 過去のデータや状況、記録で充分な場合が多
い。

低 高 多 少
 窒素（硝酸態）が多い可能性があるが、施設連作
土壌では硝酸が少なく、硫酸等が集積している場
合があるので注意が必要。

高 低 少 多
 pHが適正あるいは高くても石灰や苦土等の塩基
が非常に少ない場合があるので、注意が必要
　　（新しく開いた畑など）。

高 高 多 多
 窒素（ｱﾝﾓﾆｱ態）が多い可能性がある。過去の
データや状況、記録で充分な場合が多い。

 備　　　　考
分析値 推測値

0.3以下 0.4～0.6 0.7～0.9 1.0以上
粘質 基準値 ２／３ １／３ 無施肥
砂質 基準値 １／２ １／４ 無施肥

土壌EC値　(1:5浸出：dS/m)
土の種類
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２. 土づくりに用いられる肥料の使い方 

１） 土壌pH(H2O)矯正と石灰質肥料  

石灰質肥料は土壌のpHを作物の好適土壌pH(表2-4)を目標に矯正するために施用します。施用量を正確に

求める場合は、土壌pHの緩衝曲線から施用量を決定しますが、それを簡便に行う場合には、以下の表の数値

を目安として利用できます。 

ただし、この表に示した数値は、石灰質肥料として炭酸カルシウム又は炭酸苦土石灰を用いた場合の施用量

です。 

 

表2-1 土壌pHを1.0上げるのに必要な大まかな炭酸ｶﾙｼｳﾑ量(kg/10a) 

（耕土の深さ10cm、腐植含量約10%と仮定) 

注)消石灰は25%減らす。腐植含量が10%以上の場合は50%増やす。 

 

表2-2 アーレニウス氏表による炭酸カルシウム施肥量 

(土壌pH6.5に調整するために必要な施肥量kg/10a,耕土の深さを深さ10cmと仮定) 

注）消石灰の場合は施肥量を25％減らす。 

 

表2-3 用土のpH調整に必要な炭酸カルシウム量の目安(用土１L当たりのml) 

(田土:腐葉土=2:1 と仮定した場合)       

 

現在のpH 砂  土 砂壌土 壌  土 埴壌土 埴　土

 4.9以下 60 120 200 260 340

40 80 120 160 200

土性
　　　　　pH
腐植%

4 4.2 4.4 4.6 4.8 5 5.2 5.4 5.6 5.8 6 6.2 6.4

  2- 5 424 390 356 323 289 255 221 188 154 120 86 53 15

  5-10 634 581 533 480 431 379 330 278 229 176 128 75 26

 10-20 986 908 829 750 671 593 514 435 356 278 199 120 41

  2- 5 634 581 533 480 431 379 330 278 229 176 128 75 26

  5-10 844 776 709 641 574 506 439 371 304 236 169 101 34

 10-20 1,268 1,166 1,065 964 863 761 660 559 458 356 255 154 53

  2- 5 844 776 709 641 574 506 439 371 304 236 169 101 34

  5-10 1,054 971 885 803 716 634 548 465 379 296 210 128 41

 10-20 1,549 1,425 1,301 1,178 1,054 930 806 683 559 435 315 188 64

  2- 5 1,054 971 885 803 716 634 548 465 379 296 210 128 41

  5-10 1,268 1,166 1,065 964 863 761 660 559 458 356 255 154 53

 10-20 1,830 1,684 1,538 1,391 1,245 1,099 953 806 660 514 368 221 75

2,063 1,898 1,733 1,568 1,403 1,238 1,073 908 743 570 413 248 83腐植土20以上

砂
壌
土

壌
　
土

埴
壌
土

埴
　
土

　　　　　　目標pH
用土pH 4.0 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0

4.0 0.0 2.0 5.0 10.0 25.0 40.0

5.0 － 0.0 2.0 5.0 10.0 30.0

5.5 － － 0.0 2.0 5.0 10.0

6.0 － － － 0.0 2.0 5.0

6.5 － － － － 0.0 2.0

7.0 － － － － － 0.0
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表 2-4 作物の好適土壌ｐH(H2O) 一覧 

土壌ｐＨ 普通作物 野　   菜 果　樹
特用作物
植木･花木

草　　花 牧　草

5.0以下    －        － ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ ｱｶﾏﾂ   ｴﾘｶ
ｻﾂｷ　ｼｬｸﾅｹﾞ
ｾｲﾖｳﾋｲﾗｷﾞ
ｾｲﾖｳｱｼﾞｻｲ(青)
ﾁｬ成木　 ﾂﾂｼﾞ

ｱｼﾞｱﾝﾀﾑ
ｱｻﾞﾚｱ

     －

ｲﾈ
ｿﾊﾞ
ﾗｯｶｾｲ

(果菜)
   ｲﾁｺﾞ
(葉菜)
   ﾆﾝﾆｸ  ﾗｯｷｮｳ
(根菜)
   ｻﾄｲﾓ  ｻﾂﾏｲﾓ
   ｼﾞｬｶﾞｲﾓ
   ﾔﾏﾉｲﾓ

ｳﾒ
ｶｷ
ｸﾘ

ｱｾﾋﾞ　ｶｲﾄﾞｳ
ｶﾗﾏﾂ　ｸｽ　ｸﾁﾅ
ｼ
ｹﾔｷ　 ｺｳﾔﾏｷ
ｺﾝﾆｬｸ　ｻｸﾗ
ｻｻﾞﾝｶ　 ｼﾗｶｼ
ｽｷﾞ　ﾀｲｻﾝﾎﾞｸ
ﾁｬ幼木  ﾋﾉｷ
ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ　ﾋﾊﾞ
ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞ   ﾓｸﾚﾝ
ﾔﾏﾓﾐｼﾞ  ﾕｷﾔﾅ
ｷﾞ

ｱｹﾞﾗﾀﾑ　ｱﾅﾅｽ
ｶﾗｰ　ｷｷｮｳ
ｷﾝｷﾞｮｿｳ　ｹｲﾄｳ
ｷﾝｹｲｷﾞｸ　ｺﾘｳｽ
ｸﾞﾛｷｼﾆｱ　ｽｽﾞﾗﾝ
ﾃﾞﾙﾌｨﾆｳﾑ　ﾕﾘ
ﾈﾌﾛﾚﾋﾟｽ　ﾗﾝ類
ﾊﾟﾝｼﾞｰ　 ﾌﾟﾘﾑﾗ
ﾍﾞｺﾞﾆｱ(冬)　ﾎﾞﾀﾝ

ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ
ﾄｰﾙﾌｪｽｸ
ﾗｲﾑｷﾞ

ｱｽﾞｷ
ｺﾑｷﾞ
ﾀﾞｲｽﾞ

(果菜)
  ｴﾀﾞﾏﾒ　 ｶﾎﾞﾁｬ
　ｷｭｳﾘ   ｽｲｶ
　ｻｲﾄｳ
　ｽｲｰﾄｺｰﾝ
(葉菜)
  ｷｬﾍﾞﾂ　 ｼｿ
　ｼｭﾝｷﾞｸ
  ﾀﾏﾈｷﾞ   ﾅﾊﾞﾅ
　ﾊｸｻｲ    ﾊﾈｷﾞ
　ﾐｽﾞﾅ　  ﾐﾂﾊﾞ
(根菜)
   ｶﾌﾞ   ｼｮｳｶﾞ
　ﾀﾞｲｺﾝ
   ﾆﾝｼﾞﾝ

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ
ｽﾓﾓ　   ﾅｼ
ﾐｶﾝ　ﾓﾓ
ﾘﾝｺﾞ

ｻｸﾗ
ｼﾊﾞ
ﾀﾊﾞｺ
ﾊﾅﾐｽﾞｷ
ﾎﾞｹ

ｱｻｶﾞｵ　 ｱｽﾀｰ
ｱﾏﾘﾘｽ   ﾋｴﾝｿｳ
ｱﾒﾘｶﾅﾃﾞｼｺ
ｱﾝｽﾘｳﾑ   ﾌｸｼｱ
ｲﾝﾊﾟﾁｪﾝｽ
ｶｰﾈｰｼｮﾝ
ｶﾞｰﾍﾞﾗ　ﾃﾞｰｼﾞｰ
ｶﾙｾｵﾗﾘｱ　 ｷｸ
ｸﾚﾏﾁｽ　ｺｽﾓｽ
ｻﾙﾋﾞｱ　ﾌﾛｯｸｽ
ｻﾝｽﾍﾞﾘｱ
ｼｸﾗﾒﾝ   ｼﾈﾗﾘｱ
ｼｬｸﾔｸ　 ｽｲｾﾝ
ｽﾀｰﾁｽ　 ｾｷﾁｸ
ｾﾝﾄﾎﾟｰﾘｱ
ﾃﾞﾓﾙﾌｫｾｶ
ﾊﾎﾞﾀﾝ　ﾌﾘｰｼﾞｱ
ﾍﾞｺﾞﾆｱ(ｾ)
ﾍﾟﾁｭﾆｱ
ﾎﾟｲﾝｾﾁｱ
ﾏﾂﾊﾞﾎﾞﾀﾝ
ﾐﾔｺﾜｽﾚ
ﾙﾋﾟﾅｽ

ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ
ｴﾝﾊﾞｸ
ｸﾛｰﾊﾞｰ
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ｿﾙｺﾞｰ
ﾁﾓｼｰ
ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ
ﾋｴ

ｵｵﾑｷﾞ (果菜)
　ｴﾝﾄﾞｳ  ｵｸﾗ
　ｿﾗﾏﾒ  ﾄﾏﾄ
　ﾅｽ
　ﾋﾟｰﾏﾝ  ﾒﾛﾝ
 (葉菜)
　ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
　ｶﾘﾌﾗﾜ-
　ｺﾏﾂﾅ　 ｼﾛﾅ
　ｾﾙﾘｰ　ﾜｹｷﾞ
　ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ　ﾆﾗ
　ﾊﾟｾﾘ　ﾎｳﾚﾝｿｳ
　ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ　ﾚﾀｽ
　ﾓﾛﾍｲﾔ
(根菜)
　ｺﾞﾎﾞｳ

ｲﾁｼﾞｸ
ﾌﾞﾄﾞｳ

ｲﾝﾄﾞｺﾞﾑﾉｷ
ｾｲﾖｳｱｼﾞｻｲ(桃)
ﾋﾟﾗｶﾝｻ
ﾌｼﾞ

ｱｲﾘｽ　ｱﾘｯｻﾑ
ｵﾀﾞﾏｷ　ｶﾝﾅ
ｷﾝｾﾝｶ　ｸﾛｯｶｽ
ｸﾞﾗｼﾞｵﾗｽ
ｻﾎﾞﾃﾝ  ｾﾞﾗﾆｳﾑ
宿根ｶｽﾐｿｳ
ｼﾞﾆｱ　ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ
ｼﾞｬｰﾏﾝｱｲﾘｽ
ｽｲｰﾄﾋﾟｰ　ｽﾄｯｸ
ﾀﾞﾘｱ　　ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ
ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ　ﾋﾏﾜﾘ
ﾋﾔｼﾝｽ　ﾎﾟﾋﾟｰ
ﾗﾅﾝｷｭﾗｽ

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ
ｽｲｰﾄｸﾛｰﾊﾞｰ
ﾗｼﾞﾉｸﾛｰﾊﾞｰ

7.0以上 ﾋﾞｰﾄ        －    －         －         －      －
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２） その他の土づくりに用いられる肥料    

 ①リン酸質肥料 

新しく開かれた圃場や山土が客土されたような水田や畑は、有効態リン酸が非常に少ない場合があり、窒素

や加里などの吸収を抑制することから生育不良となります。また、リン酸質肥料を施肥していない土壌では、施

肥されたリン酸を固定（リン酸吸収）しますのでこれを考慮して施肥する必要があります。 

土壌分析によって可給態リン酸含量、リン酸吸収係数がわかれば、施肥量が計算できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②ケイ酸質肥料 

花崗岩などを母材とする土壌は一般的に可給態ケイ酸含量が少ない。水稲のケイ酸吸収量は、土壌、かんが

い水の影響を強く受けます。ケイ酸の施肥は水稲の耐病性、耐倒伏性の向上、稔実歩合の増大、秋落ちの軽減

などの効果を示します。 

     土壌分析によって可給態ケイ酸含量がわかれば、施肥量が計算できます。 

 

 

 

 

 

 

 ③家畜排せつ物及びたい肥の利用 

持続的な農業を継続して行くためには、たい肥等の有機質資材投入による土づくりを欠かすことはできず、土

づくりの目標としてたい肥等が土壌中で変化して蓄積する土壌腐植の含有量として3％としています。しかし、た

い肥由来の成分も含めて過剰な養分の投入は避けるべきであり、土壌の養分状態を適正に保つ管理が必要で

す。 

このような観点から、たい肥施用基準を以下のように設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、たい肥等を施用する場合には、以下のような点に注意する必要があります。 

   ・たい肥に含まれる窒素・リン酸・カリ等（たい肥由来成分）は、一定の割合で肥料としての効果を示します。 

   ・炭素率（C/N）が高い（20以上）たい肥は、窒素を固定しますので、作物に対する施肥窒素の肥効が劣りま

す。 

   ・たい肥由来成分は、たい肥の分解に応じて発現します。 

（例） 可給態リン酸含量 Amg/100g 改善目標値  30mg/100g 

土壌仮比重 1   耕起の深さ  10cm 

    リン酸質肥料の有効度  リン酸質肥料のリン酸(P2O5)含量 B(%) 

吸収係数1000未満は25% 吸収係数1000以上は12.5% 

 

【リン酸質肥料施肥量(kg/10a) = 〔(30-A)×1×10〕 / 10 × 100 / B × 100 / 25】 

（例） 可給態ケイ酸含量 Amg/100g    改善目標値  15mg/100g 

              土壌仮比重 1                 耕起の深さ  10cm 

              水稲１作収奪量 30kg/10a       ケイ酸質肥料のケイ酸(SiO2)含量 B(%) 
 

【ケイ酸質肥料施肥量(kg/10a) = 〔(15-A)×1×10〕 / 10 + 30 × 100 / B】 

○ 土づくりの目標  土壌腐植含有量 ３％ 

 

     【たい肥等の年間施用量の目安】 
《畑地の場合》 

 ・土壌腐植含有量 ＜ ３％の場合 → 〔３ｔ／１０ａ・年〕 

 ・土壌腐植含有量 ≧ ３％の場合 → 〔２ｔ／１０ａ・年〕 

《水田の場合》 

 ・土壌腐植含有量 ＜ ３％の場合 → 〔７５０ｋｇ／１０ａ・年〕 

 ・土壌腐植含有量 ≧ ３％の場合 → 〔５００ｋｇ／１０ａ・年〕 
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    ・高温期は速やかに効果を示すが、低温期には遅くなります。 

    ・作期の短いホウレンソウ等には十分に効果を示さない場合があります。 

    ・たい肥等の原料となる家畜糞（畜種）の違いにより、含有成分が大きく異なりますので、表示された成分を確

認します。 

    ・水はけの悪い畑に施用すると、土壌の異常還元を引き起こす場合があります。 

 

特に、施肥に関係する注意点としては、たい肥由来成分の一部が肥料としての効果を示すことがあります。 

このことから、たい肥を施用した場合は、施肥量を調節するために、たい肥から有効になる成分量を以下のよう

に計算し、その分を施肥量から差し引く必要があります。 

 

  

表 2-5 家畜排せつ物たい肥由来肥料成分の肥効率（％） 

※1.単年度での肥効率を示す。(連年施用した場合の窒素肥効率は、さらに高まる。) 

※2.この施用基準は､ 排水良好な土壌を対象としたもので､ 粘質な土壌では3割程度
減量する。特に開発農用地では乾燥ふんや未熟なたい肥は施用しない。  

窒素(T-N) リン酸(P2O5) カリ(K2O)

牛ふんたい肥 15 80 90
豚ふんたい肥 30 80 90
鶏ふんたい肥 60 80 90

○ たい肥施用により有効化する肥料成分量 (肥効率は表2-5) 

     
【たい肥由来有効肥料成分量】 ＝ たい肥施用量(kg/10a)×含有成分量(%)×肥効率(%)／10,000 
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３．施肥基準（数値は１０ａ当たりとして表示）

1)イネ・ムギ・ダイズ等

目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

イネ 機械移植普通施肥

平坦および中間
ヒノヒカリ 550 元肥（６月上旬） 5.0 8.0 7.0

穂肥１（出穂２０日前） 2.5 - 2.5
　　　２（出穂１０日前） 2.5 - 2.5

総施肥量 10.0 8.0 12.0

キヌヒカリ 550 元肥（６月上旬） 6.0 8.0 7.0
穂肥１（出穂２０日前） 2.5 - 2.5
　　　２（出穂１０日前） 2.5 - 2.5

総施肥量 11.0 8.0 12.0

　山間
あきたこまち 500 元肥（5月中旬） 3.0 7.0 4.0
ひとめぼれ 550 穂肥１（出穂２０日前） 1.5 - 1.5

　　　２（出穂１０日前） 1.5 - 1.5
総施肥量 6.0 7.0 7.0

コシヒカリ 550 元肥（5月中旬） 2.0 7.0 4.0
穂肥１（出穂１８日前） 1.0～1.5 - 1.5
　　　２（出穂１０日前） 1.0～1.5 - 1.5

総施肥量 4.0～5.0 7.0 7.0

機械移植全量元肥
　平坦および中間

ヒノヒカリ 550 元肥（入水４～5日前） 8.0～9.0 8.0 9.0
キヌヒカリ 総施肥量 8.0～9.0 8.0 9.0

　山間
あきたこまち 500 元肥（入水４～5日前） 5.0～6.0 7.0 7.0
ひとめぼれ 550 総施肥量 5.0～6.0 7.0 7.0

コシヒカリ 550 元肥（入水４～5日前） 4.0～5.0 7.0 7.0
総施肥量 4.0～5.0 7.0 7.0

機械移植側条施肥
（ペースト肥料）
　平坦および中間

ヒノヒカリ 550 元肥 4.0 6.0 4.0
キヌヒカリ 穂肥 3.0～4.0 - 3.0～4.0

総施肥量 7.0～8.0 6.0 7.0～8.0

　山間
あきたこまち 500 元肥 3.0 3.0 3.0
ひとめぼれ 550 穂肥 3.0 - 3.0

総施肥量 6.0 6.0 6.0

コシヒカリ 550 元肥 2.0～3.0 2.0～3.0 2.0～3.0
穂肥 2.0～3.0 - 2.0～3.0

総施肥量 4.0～6.0 2.0～3.0 4.0～6.0

施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）
施肥上の注意点作目 作型および品種

◆湿田では、元肥を重点に施肥を行
い、穂肥はひかえる。
◆秋落ち水田は、硫酸根を含む肥料
（硫安や硫加）を避け、元肥窒素も少
なくし、穂肥重点施肥を行う。
◆分げつしにくい水田や、初期の生
育ムラが目立つ水田では、元肥をや
や少なくし、田植え2週間後に窒素成
分で１～2kg程度の施肥を行う。
◆元肥は、入水の４～5日以内に全層
施肥を行い、7日以上前に施肥を行う
場合は、硝化抑制剤入りの肥料を用
いる。
◆葉色が濃い場合には、穂肥施用を
遅らせ、量も少なくする。
◆復元水田で、それまでの管理が草
生放任だった場合は、元肥を1/2～
1/4減肥する。
◆穂肥に緩効性肥料を用いる場合
は、出穂の20日前に1回施用を行う。
その場合の施肥量は窒素成分で、平
坦および中間地域では3～4kg、山間
地域で2～3kgとする。

◆入水４～5日前に全層施肥を行う。
◆普通施肥の総施肥量の80%を目安
として施肥量を決定する。

◆元肥施肥量は、普通施肥の70～
80%とする。
◆つなぎ肥（ラグ期追肥）は、出穂期
の35～40日前に生育に応じて施肥す
る。
◆穂肥は、緩効性肥料を用いて出穂
20日前施肥を基本とし、生育に応じて
時期や量を調節する。
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

イネ 機械移植側条施肥

(粒状肥料）
　平坦および中間

ヒノヒカリ 550 元肥 3.0～4.0 6.0 3.0～4.0
キヌヒカリ 穂肥 3.0 - 3.0

総施肥量 7.0～8.0 6.0 7.0～8.0

　山間
あきたこまち 500 元肥 3.0 6.0 3.0
ひとめぼれ 550 穂肥 3.0 - 3.0

総施肥量 6.0 6.0 6.0

コシヒカリ 550 元肥 2.0～3.0 6.0 2.0～3.0
穂肥 2.0～3.0 - 2.0～3.0

総施肥量 4.0～6.0 6.0 4.0～6.0

化学肥料５０％低減栽培（平坦）
　【事例】　ヒノヒカリ 550 元肥（入水7日前まで） 5.0 11.0 6.0

穂肥１（出穂２０日前） 2.5 - 3.00
　　　２（出穂１０日前） 2.5 - 3.00

総施肥量 10.0 11.0 12.0

有機質肥料１００％施肥
　機械移植・平坦
　【事例】　ヒノヒカリ 500 元肥（5月下旬） 7.5 12.5 5.0 発酵鶏ふん（3-5-2）　250kg/10a

- - 3.0 粒状草木加里(0-0-30)　10kg/10a
穂肥 3.5 1.4 0.7 粒状ﾅﾀﾈ油粕(5-2-1)　70kg/10a

総施肥量 11.0 13.9 8.7

湛水直播
ヒノヒカリ 500 元肥 3.0 8.0 7.0

分げつ肥 0.0～2.0 - -
穂肥１（出穂２０日前） 2.0～2.5 - 2.0～2.5
　　　２（出穂１０日前） 2.0～2.5 - 2.0～2.5

総施肥量 7.0～10.0 8.0 11.0～12.0

不耕起乾田直播
ヒノヒカリ 500 元肥 8.0～9.0 8.0～9.0 8.0～9.0

総施肥量 8.0～9.0 8.0～9.0 8.0～9.0

ｺﾑｷﾞ 全面全層播
　平坦

きぬいろは 350 元肥 8.0 8.0 8.0
追肥１(1月下旬） 2.0 - 2.0
追肥２(2月下旬） 2.0 - 2.0

総施肥量 12.0 8.0 12.0

山間
キヌヒメ 250 元肥 6.0 6.0 6.0

追肥２(3月上旬） 3.0 - 3.0
総施肥量 9.0 6.0 9.0

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点

◆コムギは、酸性に弱いので、土壌ｐ
H6.0～6.5を目標に苦土石灰を施用
する。
◆明渠や暗渠を活用し、排水に留意
する。

◆本田期間が長いので、最高分げつ
期以降の肥効が低下し、有効茎歩
合、一穂粒数が低下しやすいので、
中期以降に重点を置いた施肥が望ま
しい。

◆不耕起乾田直播は、肥効調節型肥
料を用いる。穂肥は、分げつ数や葉
色の濃淡から肥料不足が確認できた
場合のみ窒素およびカリを1.0～2.0kg
施用する。

◆元肥の発酵鶏ふんは、移植の2週
間前に施肥し、代かきまで畑状態で
管理する。
◆発酵鶏ふんおよび粒状ﾅﾀﾈ油粕の
窒素発現率を70%とする。
◆水管理は、中干しまでの水深を1～
2cmの浅水管理とする。

◆特別栽培の元肥は、発酵鶏ふんを
用いた例を示している。そのため、リン
酸とカリの施肥量は、窒素の必要量を
施肥した場合に同時に投入されるも
のである。（発酵鶏ふんを用いた場合
は、特別にリン酸やカリを施肥する必
要はない。）

◆元肥施肥量は、普通施肥の70～
80%とする。
◆つなぎ肥（ラグ期追肥）は、出穂期
の35～40日前に生育に応じて施肥す
る。
◆穂肥は、緩効性肥料を用いて出穂
20日前施肥を基本とし、生育に応じて
時期や量を調節する。
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

ﾀﾞｲｽﾞ 耕起栽培
　大豆

サチユタカ 250 元肥 1.0～3.0 5.0～6.0 6.0～7.0
あやみどり 総施肥量 1.0～3.0 5.0～6.0 6.0～7.0

　黒大豆
　　【事例１】 150 元肥 0.0～3.0 8.0～10.0 8.0～10.0

総施肥量 0.0～3.0 8.0～10.0 8.0～10.0

　　【事例2】（宇陀） 150 元肥 2.0 4.8 4.0
追肥１(7月下旬） 2.8 0.0 3.6

総施肥量 4.8 4.8 7.6

ソバ 　中山間
　　【事例】

信州大そば 80 元肥 0.8 8.0 2.7
総施肥量 0.8 8.0 2.7

◆土壌ｐH6.5を目標に苦土石灰を施
用する。
◆長時間の停滞水が生じないように、
圃場状態に応じて排水溝等を設け
る。
◆追肥は、生育状態に応じて開花期
に施用する。
◆牛ふんたい肥等による土づくりを行
う。

◆土壌ｐH6.0を目標に苦土石灰等を
施用する。
◆牛ふんたい肥等を施用した場合
や、野菜栽培跡地では、無肥料栽培
を行う。遊休農地跡は無肥料が施肥
を１／２減肥する。

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点
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2）野菜およびイモ類

目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

ｲﾁｺﾞ 促成栽培
アスカルビー 5,500 元肥(9月上旬） 10.0 10.0 10.0

追肥1(10月中旬） 4.0 4.0 4.0
追肥2(12月下旬） 4.0 4.0 4.0
生育に応じて（液肥） 3.0 3.0 3.0

総施肥量 21.0 21.0 21.0

とよのか 4,500 元肥(9月上旬） 10.0 10.0 10.0
追肥1(10月中旬） 4.0 4.0 4.0
生育に応じて（液肥） 4.0 4.0 4.0

総施肥量 18.0 18.0 18.0

章姫 6,000 元肥(9月上旬） 6.0 6.0 6.0
追肥1(10月中旬） 5.0 5.0 5.0
生育に応じて（液肥） 3.0 3.0 3.0

総施肥量 14.0 14.0 14.0
短期株冷栽培

宝交早生 2,000 元肥（12月上旬） 5.0 10.0 5.0

追肥（活着後） 3.0 － 3.0

追肥（液肥で分施） 6.0 － 6.0

総施肥量 14.0 10.0 14.0

露地栽培

宝交早生 1,000 元肥（10月上旬） 8.0 10.0 8.0

～1,500 追肥（2月下旬） 4.0 － 4.0

総施肥量 12.0 10.0 12.0

トマト 促成栽培
ハウス桃太郎 9,000 元肥(12月上旬） 10.0 18.0 10.0
桃太郎はるか 追肥1(1月下旬） 3.0 - 3.0
桃太郎J 等 追肥2(2月下旬） 3.0 - 3.0

追肥3(3月下旬） 3.0 - 3.0
追肥4(4月下旬） 3.0 - 3.0

総施肥量 22.0 18.0 22.0
半促成栽培無加温

桃太郎 10,000 元肥(3月上旬） 10.0 20.0 15.0
桃太郎ファイト 等 追肥1(第3花房開花） 5.0 - 5.0

追肥2(第5花房開花） 5.0 - 5.0
総施肥量 20.0 20.0 25.0

夏秋栽培
桃太郎８ 10,000 元肥(5月中旬） 15.0 20.0 20.0

桃太郎なつみ 等 追肥1(第3花房開花） 5.0 - 5.0
追肥2(7月中旬） 5.0 - 5.0
追肥3(8月中旬） 5.0 - 5.0

総施肥量 30.0 20.0 35.0
抑制栽培

桃太郎８ 等 8,000 元肥(8月上旬） 11.0 18.0 11.0
追肥1(第3花房開花） 3.0 - 3.0
追肥2(10月上中旬） 3.0 - 3.0
追肥3(11月上中旬） 3.0 - 3.0

総施肥量 20.0 18.0 20.0

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点

◆土壌pH6.5を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆元肥は、肥効調節型肥料や有機質
肥料を主体に施肥する。
◆1回目の追肥は、第3花房開花期と
し、2回目以降は草勢に応じて施肥す
る。
◆連作施設では、土壌診断に基づき
減肥する。

◆土壌ｐH5.5～6.0を目標に苦土石灰
を施用する。
◆肥料は、有機質肥料や肥効調節型
肥料を主体に施肥する。
◆元肥時の深層施肥や追肥時の局
所施肥を活用し、できるだけ施肥量を
削減する。
◆液肥は、1回あたり1kg/10a程度を
施肥する。
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

ナス 半促成栽培無加温 8,000 元肥（1月上中旬） 20.0 25.0 20.0
千両二号など 追肥（第1果収穫前） 5.0 5.0 5.0

追肥（4月下旬） 5.0 - 5.0
追肥(5月中旬） 5.0 - 5.0
追肥（6月上旬） 5.0 - 5.0

総施肥量 40.0 30.0 40.0

半促成無加温(長期) 10,000 元肥（3月上旬） 28.0 26.0 25.0
千両二号など 追肥（第1果収穫前） 6.0 6.0 6.0

追肥（7月上旬） 6.0 6.0 6.0
追肥（7月下旬） 4.0 - 4.0
追肥（8月中旬） 4.0 - 4.0
追肥（9月上旬） 4.0 - 4.0
追肥（9月下旬） 4.0 - 4.0
追肥（10月中旬） 4.0 - 4.0

総施肥量 60.0 38.0 57.0

夏秋栽培 12,000 元肥(4月中下旬） 40.0 40.0 40.0
千両二号 追肥（5月下旬から 4.0 4.0 4.0

15～20日間隔） 4.0 4.0 4.0
4.0 4.0 4.0
4.0 4.0 4.0
4.0 - 4.0
4.0 - 4.0

4.0 - 4.0

総施肥量 68.0 56.0 68.0

ｷｭｳﾘ 半促成無加温栽培 12,000 元肥（3月上旬） 20.0 20.0 20.0
シャープ 追肥（収穫始めから 4.0 - 4.0

15日間隔） 4.0 - 4.0
4.0 - 4.0
4.0 - 4.0
4.0 - 4.0

総施肥量 40.0 20.0 40.0

夏秋栽培（露地） 7,000 元肥（4月中旬） 20.0 20.0 20.0
金星 追肥（本葉5～6枚） 3.0 - 3.0

Ｖロード 　　　（2回目以降は 3.0 - 3.0
10～15日間隔） 3.0 - 3.0

3.0 - 3.0
3.0 - 3.0
3.0 - 3.0

総施肥量 38.0 20.0 38.0

抑制栽培 6,000 元肥（7月下旬） 15.0 18.0 15.0
シャープ 追肥（摘心7日前） 2.0 - 2.0

　　　（2回目以降は 2.0 - 2.0
10～15日間隔） 2.0 - 2.0

2.0 - 2.0
2.0 - 2.0

総施肥量 25.0 18.0 25.0

ｽｲｶ 露地栽培 6,000 元肥（定植10日前） 8.0 13.0 8.0
トンネル早熟栽培 追肥（つる60cm内外） 5.0 - 5.0

ﾊﾟﾙﾅｽ 　　　（着果確認後） 5.0 - 7.0
縞王 総施肥量 18.0 13.0 20.0
富士光

マイティー２１

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆元肥は、肥効調節型肥料や有機質
肥料を主体に施肥する。
◆半促成栽培の元肥は、深層に60%、
全層に40%の割合とする。
◆夏秋及び抑制栽培の元肥は、全量
を全層施肥する。
◆有機質肥料を溝施用する場合は、
分解の早い有機質肥料ではガス障害
の恐れがあるので、注意する。
◆追肥は、液肥を主体に潅水を兼ね
て施用する。ただし、夏秋栽培の1回
目の追肥は、土寄せ時に行う。
◆土壌塩類障害に弱いので、施設栽
培では土壌診断に基づき減肥する。
◆ブルームレス台木を用いるときは、
窒素の総量を20%減肥する。
◆石灰、加里、アンモニアの過剰で苦
土欠症状や、ホウ素欠症状が発生す
る場合があるので注意する。

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆元肥は、肥効調節型肥料や有機質
肥料を主体に施肥する。
◆カボチャ台は20%程度減肥する。
◆追肥も有機質肥料を主体に施肥す
る。
◆小玉種は10%減肥する。
◆葉枯れ症（葉まき炭疽）の発生が多
い土壌では、苦土質肥料の施用を行
う。

◆土壌pH6.5を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆元肥は、肥効調節型肥料や有機質
肥料を主体に施肥する。
◆元肥の施肥位置は、深層に60%、全
層に40%の割合とする。
◆半促成栽培の追肥では、ガス障害
の原因となるので、分解の早い有機
質肥料の表面施用は行わない。
◆夏秋栽培の追肥は、6月末までは
肥効調節型肥料や有機質肥料を主
体に施肥する。
◆加里過剰になると苦土欠症状が見
られるので、苦土質肥料の施用を考
慮する。
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

露地栽培 3,000 元肥（定植10日前） 10.0 12.0 10.0
トンネル早熟栽培 追肥（つる40～50cm） 4.0 - 4.0

えびす 　　　（1番果10cm） 4.0 - 4.0
総施肥量 18.0 12.0 18.0

メロン 半促成栽培 3,500 元肥（2月下旬） 8.0 8.0 8.0
夏系アールス 追肥（5月着果確認後） 5.0 - 5.0

総施肥量 13.0 8.0 13.0

露地栽培 2,000 元肥（定植10日前） 5.0 5.0 5.0
太れいし 追肥（着果確認後） 4.0 - 4.0

追肥（収穫最盛期） 4.0 - 4.0
総施肥量 13.0 5.0 13.0

露地栽培・長期 トウガラシ 元肥（4月上旬） 16.0 20.0 14.0
伏見甘長 6,000 追肥（5月下旬以降 4.0 - 4.0
京みどり ピーマン 　　　　20日間隔） 4.0 4.0 4.0

10,000 4.0 - 4.0
4.0 - 4.0

総施肥量 32.0 24.0 30.0

半促成栽培・長期 トウガラシ 元肥（3月上旬） 8.0 12.0 6.0
エース 5,000 追肥（4月下旬以降 4.0 - 4.0

ピーマン 　　　　20日間隔） 4.0 - 4.0
10,000 4.0 - 4.0

4.0 - 4.0
総施肥量 24.0 12.0 22.0

つる性 5月播き 2,500 元肥（5月上旬） 8.0 10.0 8.0
改良黒衣笠 追肥(6月下旬） 3.0 - 3.0

追肥（7月中旬） 3.0 - 3.0
追肥8月上旬） 3.0 - 3.0
追肥(8月下旬） 3.0 - 3.0

総施肥量 20.0 10.0 20.0

わい性 5月播き 1,500 元肥（5月上旬） 8.0 10.0 8.0
モロッコ 追肥（6月上旬） 3.0 - 3.0

セレモニー 追肥（6月下旬） 3.0 - 3.0
総施肥量 14.0 10.0 14.0

実用 2,000 元肥（10月下旬） 8.0 14.0 8.0
ウスイ 追肥（3月中旬） 6.0 - 8.0

総施肥量 14.0 14.0 16.0

さや用 1,500 元肥（10月下旬） 6.0 10.0 6.0
スナップ 追肥（3月中旬） 6.0 - 8.0

総施肥量 12.0 10.0 14.0

ｿﾗﾏﾒ 普通栽培 1,000 元肥（10月下旬） 8.0 12.0 8.0
仁徳一寸 追肥（3月上旬） 2.0 - 4.0

総施肥量 10.0 12.0 12.0

ｻｲﾄｳ
(ｲﾝｹﾞ
ﾝ)

◆土壌ｐH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆速効性の肥料を使用する。
◆特に、わい性は初期生育を確保す
る。
◆根の酸素要求量が高いので、排水
に注意する。

ｴﾝﾄﾞｳ ◆石灰要求量が高いので、土壌ｐHを
6.5を目標に苦土石灰等を施肥する。
◆滞水すると湿害を受けやすいので
排水に注意する。

施肥上の注意点

◆土壌ｐH6.5を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆前作の状況により元肥を調節する。
◆有機質肥料、肥効調節型肥料を主
体に施肥する。
◆追肥は化成肥料を主体に、早めに
施肥する。

◆石灰要求量が高いので、土壌ｐHを
6.5～7.0を目標に苦土石灰等を施肥
する。
◆元肥は肥効調節型肥料を主体に
施肥する。

トウガ
ラシ
（ﾋﾟｰﾏ
ﾝ)

◆土壌ｐH6.5を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆元肥は、肥効調節型肥料、有機質
肥料を主体に施肥する。
◆ピーマンは20%程度増施する。
◆苦土欠症状が出やすいので注意
する。

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

カボ
チャ

◆土壌ｐH6.5を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆吸肥力が強いので、前作や施用た
い肥の種類および量によって元肥の
調節に特に注意する。

◆土壌ｐH6.5を目標に苦土石灰を施
肥する。

ニガウ
リ
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

普通栽培 700 元肥( 5月上旬) 3.0 10.0 5.0
(ﾕｷﾑｽﾒ･新丹波黒) 追肥( 7月上・中旬) 2.0 - 5.0

総施肥量 5.0 10.0 10.0

早熟栽培 1,500 元肥(播種2週間前) 15.0 15.0 15.0
普通栽培 追肥(本葉2～3葉) 5.0 - 5.0

おひさまコーン 　　　(  〃  6～7葉) 5.0 - 5.0
総施肥量 25.0 15.0 25.0

オクラ 露地早熟栽培 2,500 元肥( 4月中旬) 13.0 20.0 13.0
追肥( 6月下旬) 4.0 - 4.0
　　( 7月下旬) 4.0 - 4.0
　　( 9月上旬) 4.0 - 4.0

総施肥量 25.0 20.0 25.0

ﾎｳﾚﾝ ﾊｳｽ雨除け栽培
ｿｳ 　周年 2,000 元肥（1～3月まき) 10.0 10.0 10.0

ミラージュ 2,000   〃 （4～5月 〃　) 10.0 5.0 10.0
プリウス７ 1,000   〃 （6～7月 〃　) 10.0 5.0 10.0
トラッド７ 1,800   〃 （8～9月 〃　) 10.0 5.0 10.0

2,500   〃 (10～11月〃　) 10.0 10.0 10.0
総施肥量 50.0 35.0 50.0

ﾊｸｻｲ 春まき栽培 5,000 元肥（2月中旬） 15.0 15.0 15.0
無双・優黄 追肥（3月下旬） 10.0 - 10.0
はるさかり 総施肥量 25.0 15.0 25.0

夏まき栽培 7,000 元肥（8月上旬) 10.0 15.0 10.0
黄ごころ 追肥（本葉5～6枚） 7.0 5.0 7.0
きらぼし 　　 (1追肥後20日) 5.0 - 5.0

　　 (結球開始時) 3.0 - 3.0
総施肥量 25.0 20.0 25.0

ｷｬﾍﾞ 夏まき 6,000 元肥(8月下旬) 10.0 15.0 10.0
ﾂ あさしお 追肥(9月下旬) 10.0 5.0 10.0

YR錦秋 　　   (10月下旬) 5.0 - 5.0
豊光2号 総施肥量 25.0 20.0 25.0

秋まき 6,000 元肥(10月中旬) 20.0 15.0 20.0
春系302 追肥(12月下旬) 5.0 - 5.0
うずしお 　　   ( 3月下旬) 5.0 - 5.0
秋蒔早生 総施肥量 30.0 15.0 30.0
あやひかり

◆土壌pHの適応範囲が広い。
　　5.5～7.5程度になるよう苦土石灰
等を施肥する。
◆有機質に富む耕土の深い土壌を好
むので、元肥は有機質肥料を使用
し、深耕するのが望まし い。
◆収穫期間中も肥効が持続するよう、
追肥も肥効の長いものを使用する。

◆土壌pH6.5を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆多窒素や乾燥は石灰欠乏によ芯腐
れなどの原因となる。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥する。
◆連作地や砂質土壌などではホウ素
欠乏が発生しやすいのでホウ素入り
の化成肥料等を利用する。

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆根の酸素要求量が大きく、湿害を
受けやすく、地力依存性が高いので、
水田裏作などでは、高畝とたい肥等
有機質資材の施用が特に有効であ
る。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥する。

◆土壌pH6.0～7.0を目標に苦土石灰
を施肥する。
◆元肥は有機質肥料を主体に施肥
する。地温の低い11月～ 2月まきで
は、ぼかし肥料か一部化成肥料を利
用する。
◆4月以降の連作土壌では診断により
元肥を減らし(20%～40%) 追肥で調節
する。
◆露地栽培は20%程度増施する｡

ｴﾀﾞﾏﾒ ◆酸性土壌に耐えるが、土壌pH6.0を
目標に苦土石灰等を施用する。
◆ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑﾏﾙﾁをする場合は肥
効調節型肥料を主体に全量元肥とす
る。
◆追肥は開花始め頃遅れないよ うに
施肥する。
◆黒大豆では元肥窒素量を40%程度
減肥する。

ｽｲｰﾄ
ｺｰﾝ

◆土壌pHの適応範囲は広い。
　 5.5～7.5程度になるよう苦土石灰等
を施肥する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥する。
◆肥やけしやすく回復も遅いので追
肥は株間に土寄せと同時に施肥す
る。

施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）
施肥上の注意点作目 作型および品種
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

ﾚﾀｽ 秋まき栽培 2,000 元肥 10.0 15.0 10.0
バークレー 追肥:本葉10枚程度 5.0 - 5.0
カスケード 　　　:本葉15枚程度 5.0 - 5.0

総施肥量 20.0 15.0 20.0

ﾌﾞﾛｯ 夏まき栽培 1,200 元肥(定植前10日) 15.0 15.0 15.0
ｺﾘｰ えがお 追肥(定植後20日) 5.0 - 5.0

改良緑炎 　　 (頂花蕾収穫時) 5.0 - 5.0
しげもり 総施肥量 25.0 15.0 25.0

ｼｭﾝ 秋まき栽培 1,500 元肥 15.0 10.0 15.0
ｷﾞｸ (大葉系･中葉系・ 総施肥量 15.0 10.0 15.0

中大葉系)

菜類 ｺﾏﾂﾅ･ｼﾛﾅ･ﾁﾝｹﾞﾝ 2,000 元肥 12.0 8.0 10.0
ｻｲ・ﾔﾏﾄﾏﾅ 　　　 ～ 総施肥量 12.0 8.0 10.0

3,000

普通栽培 5,000 元肥(10月下旬) 10.0 15.0 10.0
ﾀｰﾎﾞ 追肥( 2月上旬) 6.0 3.0 6.0
O・P黄 　　　( 3月上旬) 4.0 - 4.0

総施肥量 20.0 18.0 20.0

ﾊﾈｷﾞ 夏～秋まき栽培 3,000 元肥(8中～11上) 8.0 8.0 8.0
九条系 追肥(中耕除草時) 5.0 2.0 4.0

5.0 2.0 4.0
5.0 - 4.0

総施肥量 23.0 12.0 20.0

ﾐｽﾞﾅ 夏まき栽培(大株) 4,000 元肥( 9月中旬) 10.0 10.0 10.0
白茎千筋京水菜 追肥(10月上旬) 5.0 - 5.0

　  　(10月下旬) 5.0 - 5.0
総施肥量 20.0 10.0 20.0

タマネ
ギ

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。あまりpHを上げすぎると亜鉛
欠乏が発生しやすくなるので注意す
る。
◆元肥は硫黄を含んだ化成肥料を利
用するとよい。

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰を施
用する。
◆追肥重点とし、元肥は肥効調 節型
肥料、有機質肥料を主体に 施肥す
る。
◆苗床の元肥は肥効調節型肥料を
主体に窒素を7g/m2、リン酸を
3g/m2、カリを5g/m2を目安に1週間前
に全層施肥する。

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰を施
用する。
◆元肥は有機質肥料を主体に施肥
する。

◆土壌pH6.5～7.0を目標に苦土石灰
を施肥する。
◆元肥は肥効調節型肥料、有機質肥
料を主体に施肥する。
◆リーフレタスは総量の 20%減で元肥
のみ全面全層施肥が可能である。

◆土壌pH6.5～7.0を目標に苦土石灰
を施肥し､ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ欠乏発生に注意す
る。
　根こぶ発生圃場は、土壌pH7程度に
保つ。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥し、連作地や砂質土
壌ではホウ素入り肥料を利用する。
◆10月上旬追肥の時に土寄せする。

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰を施
用する。
◆施設、連作圃場では土壌診断によ
り減肥し、肥効調節型肥料 を主体に
施肥する。

◆土壌pH6.5を目標に苦土石灰を施
肥する。
　特に秋まき栽培では苦土欠乏が発
生しやすいので苦土質肥料を施用す
る。
　本葉3～4葉頃から硫酸苦土100倍
液100L /10aの葉面散布も有効であ
る。
　また、リン酸を20%程度増施すると良
い。
◆砂質土壌の春・夏まき栽培でで､ 石
灰・ホウ素欠乏が発生しやすいので
有機質資材の施用や、乾燥させない
よう水分管理に注意する。
◆施設、周年栽培では春・夏まき栽培
の窒素を 20%程度減肥する。

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

ハウス栽培 2,000 元肥(定植前) (20.0) (20.0) (20.0)
ウエルカム   　　(夏肥 6月中旬) 20.0 20.0 20.0

追肥(秋肥 9月上旬) 6.0 - 6.0
　  　(冬肥12月中旬) 4.0 - 4.0

総施肥量 30.0 20.0 30.0

半促成雨よけ栽培 2,000 元肥（1月下旬） 17.0 17.0 17.0
（長期どり） 追肥（４月上旬） 6.0 6.0 6.0

　　　（5月上旬） 6.0 6.0 6.0
　　　（6月上旬） 5.0 5.0 5.0
　　　（7月上旬） 5.0 5.0 5.0
　　　（8月上旬） 5.0 5.0 5.0
　　　（9月上旬） 6.0 6.0 6.0

ウエルカム 総施肥量 50.0 50.0 50.0

ﾊﾟｾﾘ 夏まき栽培 2,000 元肥( 7月中旬) 10.0 15.0 10.0
パラマウント 追肥( 9月下旬) 5.0 5.0 5.0

　　　(11月中旬) 3.0 - 3.0
　　　( 2月中旬) 2.0 - 2.0

総施肥量 20.0 20.0 20.0

ニラ ハウス促成栽培 6,000 元肥( 6月中旬) 10.0 15.0 10.0
スーパーグリーン 追肥( 9月中旬) 5.0 5.0 5.0

　　　(11月～4月) 12.0 - 12.0
総施肥量 27.0 20.0 27.0

3,000 元肥( 4月下旬) 6.0 10.0 6.0
追肥(主枝摘心時) 2.0 - 3.0
　　　(摘心後30日) 2.0 - 3.0

総施肥量 10.0 10.0 12.0

ﾅﾊﾞﾅ 秋まき栽培 3,000 元肥( 8月中旬) 6.0 10.0 6.0
早陽1号 追肥(10月上旬) 6.0 - 6.0

総施肥量 12.0 10.0 12.0

シソ 普通栽培 元肥( 4月上旬) 15.0 15.0 12.0
青：青ﾁﾘﾒﾝ 1,000 追肥( 5月下旬) 4.0 - 4.0

赤：ちぢみ紫蘇 2,000 　　( 7月上旬) 4.0 - 4.0
総施肥量 23.0 15.0 20.0

ﾜﾗﾋﾞ 促成栽培 600 元肥( 3月下旬) 8.0 8.0 8.0
追肥( 6月上旬) 8.0 8.0 8.0

総施肥量 16.0 16.0 16.0

ﾜｹｷﾞ 早出し栽培 2,500 元肥 8.0 12.0 5.0
普通栽培 追肥 6.0 - 5.0

6.0 - 5.0
総施肥量 20.0 12.0 15.0

ﾓﾛﾍｲ
ﾔ

◆土壌pH6.5を目標に苦土石灰を施
肥する。pHが高く苦土石灰を施肥し
ない場合は苦土質肥料を成分で
2kg/10a程度施肥すると良い。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥する。

◆土壌pH6.0～6.5を目標に苦土石灰
を施肥する。
◆元肥、追肥とも有機質肥料を主体
に施肥する。
◆赤ｼﾞｿは追肥１回で窒素成分で
8kg/10a施肥する。

◆ケイ酸カルシウムを60kg/10a程度
施肥する。
◆有機入り化成、肥効調節型肥料を
主体に施肥する。

ｱｽﾊﾟﾗ
ｶﾞｽ

◆土壌pH6.5を目標に苦土石灰 等を
施肥し、努めて深耕する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節 型
肥料を主体に施肥する。
◆乾燥に弱いので注意する。

◆土壌pH6.5を目標に苦土石灰を 2
年目以降は12月中旬たい肥と共に施
用する。
◆定植前の元肥は4月下旬有機質肥
料を主体に全面全層施肥す る。

◆土壌pH6.5を目標に苦土石灰 等を
施肥する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節 型
肥料を施肥する。
◆2回目以降の追肥は収穫ごと　に、
液肥として4回程度施肥する。

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰 等を
施用する。
◆元肥、追肥とも肥効調節型肥料、
有機質肥料を主体に施肥する。
◆追肥は花芽分化を確認してから行
う（播種後約30日）。

◆土壌pH6.5～7.0を目標に苦土石灰
を施肥する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥する。
◆8～9月は乾燥に注意し、充分灌水
する。
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

ﾐｮｳｶﾞ 700 ■1年目
元肥( 3月中旬) - 8.0 -
追肥( 5月中旬) 5.0 3.0 5.0
　　　( 7月上旬) 5.0 3.0 5.0

総施肥量 10.0 14.0 10.0

■2年目以降
元肥( 4月下旬) 6.0 10.0 6.0
追肥( 6月下旬) 4.0 4.0 4.0

総施肥量 10.0 14.0 10.0

春まき栽培(ﾄﾝﾈﾙ) 4,000 元肥 10.0 10.0 10.0
YR鉄人 総施肥量 10.0 10.0 10.0

夏みの早生

秋まき栽培 6,000 元肥 10.0 10.0 10.0
耐病総太 追肥 5.0 - 3.0
YRくらま 5.0 - 3.0

総施肥量 20.0 10.0 16.0

ｶﾌﾞ類 秋まき栽培 1,500 元肥( 9月上旬) 10.0 15.0 10.0 ◆ダイコンに同じ
耐病ひかり 追肥(10月上旬) 5.0 - 5.0

　　(10月下旬) 5.0 - 5.0
総施肥量 20.0 15.0 20.0

ｺﾞﾎﾞｳ 春まき栽培 1,500 元肥( 4月中旬) 8.0 15.0 8.0
柳川理想 追肥( 5月下旬) 8.0 - 8.0

　　　( 6月下旬) 4.0 - 4.0
総施肥量 20.0 15.0 20.0

秋まき栽培 2,000 元肥( 9月下旬) 8.0 15.0 8.0
滝野川 追肥(10月下旬) 7.0 - 7.0

　　　( 3月下旬) 8.0 - 8.0
総施肥量 23.0 15.0 23.0

夏まき栽培 4,000 元肥( 7月上旬) 8.0 15.0 8.0
向陽２号 追肥( 8月上旬) 2.0 - 2.0

　　　( 8月下旬) 5.0 - 5.0
　　　( 9月中旬) 5.0 - 5.0

総施肥量 20.0 15.0 20.0

ヤマトイモ 1,300 元肥( 5月下旬) 20.0 25.0 20.0
追肥( 7月下旬) 10.0 - 10.0

総施肥量 30.0 25.0 30.0

ｻﾄｲﾓ 普通栽培 3,000 元肥( 4月上旬) 8.0 15.0 8.0
石川早生 追肥( 6月上旬) 7.0 - 7.0

　　　( 7月中旬) 7.0 - 7.0
総施肥量 22.0 15.0 22.0

普通栽培 3,000 元肥( 5月上旬) 6.0 10.0 15.0
高系14号 総施肥量 6.0 10.0 15.0
ベニアズマ

ﾆﾝｼﾞﾝ

ｻﾂﾏｲ
ﾓ

ﾔﾏﾉｲ
ﾓ

ﾀﾞｲｺﾝ

作型および品種

◆土壌pH6.0～6.5を目標に苦土石灰
を施用する。
◆元肥は硝酸系の化成肥料を施肥
する。連作地や砂質土壌でホウ素の
欠乏が発生しやすい場合はホウ素入
肥料を利用する。
◆作付前には有機質資材を施用しな
い。

◆土壌pH7.0を目標に苦土石灰を施
用する。
◆作付前には有機質資材を施用しな
い。
◆追肥は間引き、土寄せと同時にお
こなう。

◆土壌pH6.0～6.5を目標に苦土石灰
を施用する。
◆元肥は肥効調節型肥料を主体に
施肥する。
◆生育初期は多めに灌水し、肥大期
の裂根を防ぐ。

◆苦土石灰を100kg/10a弱施用す
る。
◆1年目元肥以外は、化成肥料を主
体に敷込み落葉上に施肥する。

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰を施
用する。
◆元肥は定植前に行わず、定植後の
ほう芽期を目安に肥効調節型肥料を
主体に株間に溝(穴)施肥する。

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰を施
用する。
　石灰不足による芽つぶれ症の発生
に注意する。
◆元肥は肥効調節型肥料を主体に
施肥する。

◆土壌pH5.5～6.0を目標に苦土石灰
を施肥する。pH6.0以上では亜鉛欠
乏の発生に注意する。
◆元肥は肥効調節型肥料を主体に
塩化物を含まないものを施肥する。
◆肥沃土壌では窒素を4kg/10aとし、
カリの増施や追肥を考慮する。
◆加里を追肥する場合、植付け後50
日以内に培土とともに施肥する。

施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）
施肥上の注意点作目

26



目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

普通栽培 3,000 元肥 8.0 10.0 8.0
男爵 追肥 7.0 - 10.0
ﾒｰｸｲﾝ 総施肥量 15.0 10.0 18.0

キタアカリ

ｼｮｳ 普通栽培 2,500 元肥( 4月上旬) 10.0 20.0 10.0
ｶﾞ 追肥( 6月中旬) 12.0 - 7.0

　　　( 7月下旬) 8.0 - 8.0
総施肥量 30.0 20.0 25.0

ﾚﾝｺﾝ 普通栽培 2,500 元肥( 3～4月中旬) 20.0 15.0 17.0
追肥( 6月中旬) 10.0 10.0 10.0

総施肥量 30.0 25.0 27.0

ｼﾞｬｶﾞ
ｲﾓ

◆土壌pH5･5～6.0を目標に苦土石
灰を過剰にならないよう施肥する。
◆土壌pHの上昇はそうか病発生や、
ホウ素欠乏による心腐れ症発生を助
長するので注意する。
◆元肥は肥効調節型肥料を主体に
塩化物を含まない肥料を施肥する(繊
維含量を増加させない)
◆また、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑﾏﾙﾁ栽培の場
合は、元肥のみとし 20%程度減肥す
る。

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点

◆元肥と腐敗病予防に石灰窒素 を
利用する場合は100kg/10a(窒素
20kg/10a相当）を30日前に、肥効調
節型肥料では10日前に10%増施す
る。
◆追肥は立ち葉3～4枚の頃肥効調
節型肥料を主体に、浮葉に直接かか
らないよう施肥する。
◆有機質資材の多量施用は表皮 が
黒変し商品性の低下を招く。

◆土壌pH6.5を目標に苦土石灰を施
用する。
◆元肥は有機質肥料を主体にできれ
ばたい肥施用と同時に施肥する。
◆浅根性で乾燥に弱いので、 2回追
肥以後は敷わらなどを行うとよい。
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3）果樹

目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

カキ 露地栽培
      刀根早生 2,600 元肥(12月上旬) 12.0 12.0 12.0

総施肥量 12.0 12.0 12.0

      　　富有 2,300 元肥(12月上旬) 12.0 15.0 12.0
追肥( 6月下旬) 3.0 - 3.0

総施肥量 15.0 15.0 15.0

ハウス栽培 元肥(10月) 5.0 8.0 5.0
（普通加温） 3,400 追肥( 4月下旬) 2.0  - 2.0

刀根早生 礼肥( 9月下旬 3.0  - 3.0
総施肥量 10.0 8.0 10.0

ﾌﾞﾄﾞｳ ハウス栽培
（普通加温） 1,500 元肥(11月中旬) 10.0 12.0 10.0

デラウエア 追肥( 6月上旬) 3.0  - 3.0
礼肥( 9月下旬) 2.0  - 2.0

総施肥量 15.0 12.0 15.0

ハウス栽培
（無加温） 1,350 元肥(11月中旬) 5.0 10.0 4.0

巨峰 追肥( 6月下旬)  -  - 3.0
礼肥( 9月下旬) 2.0  - 3.0

総施肥量 7.0 10.0 10.0

柑橘 温州ﾐｶﾝ
興津早生 2,700 春肥( 3月上旬) 10.0 10.0 10.0
宮川早生 夏肥( 6月上旬) 5.0  - 5.0

秋肥(10月下旬) 8.0 10.0 5.0
総施肥量 23.0 20.0 20.0

中晩柑
はっさく 4,000 元肥( 3月上旬) 8.0 4.0 6.0

追肥( 6月下旬) 6.0  - 4.0
    ( 9月上旬) 3.0 8.0 3.0
    (11月上旬) 8.0 6.0 5.0

総施肥量 25.0 18.0 18.0

◆土壌 pH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥する。
◆秋肥は収穫終了の１週間前がよ
い。早すぎると果実の着色不良を招
く。

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

◆土壌 pH 5.5～6.0を目標に苦土石
灰を施肥する。
◆ 元肥は有機質肥料、肥効調節型
肥料を施肥する。
◆ カキの根は高塩類に特に弱いので
追肥等、速効性肥料を一度に多量に
施肥しない。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。

◆ 土壌 pH6.5を目標に苦土石灰を
施肥する。土壌のアルカリ化 で、特に
デラウエアでマンガン 欠乏による果実
着色障害が発生するので過度の苦土
石灰施肥は避ける。
◆ 元肥は有機質肥料、肥効調節型
肥料を主体に施肥する。
◆ 苦土欠乏が発生しやすいので元
肥に含ませるか、春に硫酸苦土を施
肥する。応急的には硫酸 苦土の0.3
～0.4％溶液を春から 初夏に葉面散
布する。
◆ ホウ素欠乏が発生しやすい園では
元肥にホウ素入り化成肥料などを利
用する。
◆ 追肥(2回目)は早すぎると秋のびの
原因になるので、夜温が 15℃ 以下に
なってから施肥する。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。

施肥上の注意点

◆土壌 pH6.0を目標に苦土石灰 を
施肥する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節 型
肥料を主体に施肥する。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

ナシ
幸水･豊水 3,500 元肥(11月中旬) 14.0 14.0 14.0

追肥( 5月中旬) 4.0 - 3.0
礼肥( 9月下旬) 7.0 6.0 3.0

総施肥量 25.0 20.0 20.0

二十世紀 3,000 元肥(11月中旬) 14.0 12.0 12.0
追肥( 6月中旬) 2.0  - 2.0
礼肥(10月上旬) 4.0 5.0 3.0

総施肥量 20.0 17.0 17.0

ウメ
白加賀･南高・鶯宿 1,800 元肥(11月下旬) 6.0 10.0 6.0

礼肥( 7月上旬) 6.0 5.0 8.0
総施肥量 12.0 15.0 14.0

モモ
白鳳･清水白桃 2,200 元肥(11月中旬) 12.0 10.0 13.0

礼肥( 9月上旬) 3.0  - 3.0
総施肥量 15.0 10.0 16.0

ｲﾁｼﾞｸ
枡井ﾄﾞｰﾌｨﾝ 3,000 元肥(1～2月) 9.0 8.0 8.0

追肥(6～8月) 7.0 6.0 8.0
総施肥量 16.0 14.0 16.0

クリ
丹波・銀寄・紫峰 350 元肥(12月) 8.0 10.0 9.0

礼肥( 9月下旬) 4.0  - 4.0
総施肥量 12.0 10.0 13.0

ﾍｲﾜｰﾄﾞ 3,600 元肥(11月中旬) 10.0 8.0 8.0
追肥( 3月) 5.0 5.0 5.0
追肥( 6月)  - 5.0 5.0

総施肥量 15.0 18.0 18.0

◆土壌 pH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥する。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。

◆土壌 pH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆元肥は有機質、肥効調節型肥料を
中心に施肥する。
◆追肥は収穫直後にＮＫ化成等を施
肥する。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。

◆土壌 pH6.5～7.0を目標に苦土石
灰を施肥する。石灰吸収が多いので
石灰飽和度を100%程度に調整する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥する。
◆追肥は 2回に分施する。
◆夏期の水分要求量が大きいので乾
燥に留意する。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。

ｷｳｲﾌ
ﾙｰﾂ

◆土壌 pH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆過繁茂になりやすいので、枝の伸
びに十分注意して窒素量を調節す
る。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点

◆土壌 pH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆ホウ素欠乏がでやすいので、発生
圃場ではホウ素入り肥料を利用する。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。

◆土壌 pH6.0を目標に苦土石灰を施
肥する。
◆元肥は有機質肥料を主に施肥す
る。
◆6月の追肥は品質が低下するので
避ける。特に早生種は施用しない。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

ﾘﾝｺﾞ
ふじ 4,000 元肥(11月中旬) 10.0 6.0 8.0

追肥( 3月中旬) 2.0 4.0 4.0
　　　( 9月中旬) 3.0  -  -

総施肥量 15.0 10.0 12.0

ﾗﾋﾞｯﾄｱｲ系 1,000 元肥( 2月下旬) 5.0 5.0 4.0
ﾊｲﾌﾞｯｼｭ系 800 追肥( 6～7月) 2.0  - 2.0

総施肥量 7.0 5.0 6.0

ｱｻｸﾗｻﾝｼｮｳ 500 元肥(10月中旬) 10.0 10.0 10.0
追肥( 3月中旬) 2.0 2.0 2.0
　　　( 8月中旬) 2.0 2.0 2.0

総施肥量 14.0 14.0 14.0

オウト 高砂・香夏錦 500 元肥( 10月上旬) 8.0 8.0 8.0
ウ 礼肥( 6月下旬) 2.0  - -

総施肥量 10.0 8.0 8.0

◆土壌 pH5.5～6.0を目標に苦土石
灰を施肥する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥する。
◆過繁茂になりやすいので、枝の伸
びに十分注意して窒素量を調節す
る。

ﾌﾞﾙｰ
ﾍﾞﾘｰ

◆土壌 pH4.5を目標にﾋﾟｰﾄﾓｽかｲｵｳ
粉末を施用する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を施肥する。
◆追肥は ｱﾝﾓﾆｱ系の肥料を選ん
で、根域が浅く広いので、株もとだけ
でなく広く施肥する。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。

実ｻﾝ
ｼｮｳ

◆元肥は有機質肥料を主体に施肥
する。
◆浅根性で乾燥に弱いので敷きわら
が必要。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。

◆土壌 pH6.0を目標に苦土石灰等を
施肥する。
◆元肥は有機質肥料、肥効調節型肥
料を施肥する。
◆幼木期は生育期間を通して肥効が
途切れないように肥効調節型肥料を
主体に分施する。

作目 作型および品種 施肥上の注意点
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）
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4）特用作物

目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

チャ
成木園 2,000 元肥1(秋肥) 10.0 9.0 9.0

9月上旬
元肥2(春肥) 20.0 15.0 15.0
2月下旬～3月中旬
追肥1(芽出肥) 10.0 　- 　-

4月上旬
追肥2(色付肥) 10.0 　- 　-

4月下旬
追肥3(夏肥) 10.0 　- 8.0
5月下旬～6月上旬
追肥4(夏肥) 10.0 　- 　-

6月下旬
総施肥量 70.0 24.0 32.0

幼木園
　１年 11.0 4.0 5.0 成木園の約15%
　２年 21.0 7.0 10.0 　 〃　　 30%
　３年 35.0 12.0 16.0 　 〃　　 50%
　４年 56.0 19.0 26.0 　 〃　　 80%
　５年 63.0 22.0 29.0 　 〃　　 90%
　６年 70.0 24.0 32.0 　 〃　　100%

在来種　 (3年生) 3,500 元肥( 4月上旬) 10.0 10.0 10.0
追肥( 6月下旬) 3.0 　- 3.0

総施肥量 13.0 10.0 13.0

ｺﾝﾆｬ
ｸ

◆土壌 pH5.5を目標に苦土石灰
を施用する。ｱﾙｶﾘ性に特に弱い
ので過剰施用には注意する。
◆濃度障害を起こしやすいので
元肥は、定植の2週間前に施肥
し、充分に土壌と混和する。

施肥時期は、成木園
と同じ

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点

◆新植・改植時に深耕し、たい肥
等を施用し土壌理化学性の改善
に努める。
◆施肥時期は成木園と同じである
が、寒冷地や弱耐寒性品種では
8月上旬までとする。
◆敷草、敷わらを充分行い、土壌
や肥料の流亡を防止する。
◆施肥時に中耕し、根の伸長を促
す。

◆元肥はなたね油かすを中心と
した有機質肥料、肥効調節型肥
料を主体に施肥する。
◆施肥はうね間（茶園面積の1/6）
の限られた部分に行うので、速効
性肥料を施肥する追肥は根の濃
度障害回避、肥効の向上から、 分
施に努め、施肥後必ず浅耕し土
壌とよく混和する。
◆速効性肥料を施肥する場合は
硫安を主体に１回の窒素成分量を
10kg/10a、有機質または肥効調節
型肥料の場合は、15kg/10a までと
する。
◆ECｾﾝｻｰ活用による施肥時期
の決定等、合理的施肥管理に努
める。
◆施肥効率向上のため、たい肥
等の施用に努め、土壌理化学性
改善による根量の増大、健全化を
図る。
◆たい肥等の肥効を考慮し、施肥
量に換算する。
◆目標収量以上でもこの施肥量を
上限値とし、上記手法の組み合わ
せ活用により施肥量の低減に努め
る。
◆追肥は粘質土壌では砂質土壌
より1週間早めに施肥する。

31



5）花

目標収量

時期 窒素 リン酸 カリ

キク 輪ギク

　露地 4万本 元肥 28.0 25.0 25.0
　　定植11～ 6月 総施肥量 28.0 25.0 25.0
　　出荷 5～10月

　ハウス無加温 4万本
　　定植11～12月

　　　　 7～  8月

　　出荷 5～  6月

　　　　11～12月

星の輝

夏紅葉

 精興黄金

岩の白扇

等

二輪ギク

　露地 4万本 元肥 22.0 20.0 20.0
　ハウス無加温 4万本 総施肥量 22.0 20.0 20.0

　　定植 1～  6月

　　出荷 6～11月

愛･ﾌﾚﾝﾄﾞ･紅葉

無側枝性ギク

　露地栽培 4万本 元肥 22.0 20.0 20.0
　　定植 4～  6月 総施肥量 22.0 20.0 20.0
　　出荷 8～10月

玉の雪

松本城

広島の月

等

小ギク

　露地 5万本 元肥 28.0 25.0 25.0
　ハウス無加温 5万本 総施肥量 28.0 25.0 25.0

定植11〜 7月

　　出荷 6～12月

広島紅

寒月

夏ひかり

等

ｽﾌﾟﾚｰギク

　　周年 5万本 元肥 12.0 12.0 12.0
ｾｲﾋﾞｱ･琴風車 等 総施肥量 12.0 12.0 12.0

※1作あたり施肥量

施肥上の注意点

◆土壌 pH6.5を目標に苦土石灰を
施用する。
◆元肥は定植２～３週間前に有機
質肥料を主体に施肥する。露地栽
培の砂質土壌では10%増施する。
◆ハウス栽培では定植時土壌EC
が高いと植痛みを起こすので元肥
を減肥する。

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）
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目標収量

時期 窒素 リン酸 カリ

窒素要求量-小 8万ポット 元肥 200 200 200
ﾊﾟﾝｼﾞｰ・ﾌﾟﾘﾑﾗ ×3 追肥 5 　- 　-

ｲﾝﾊﾟﾁｪﾝｽ (3号） 5 　- 　-
ﾍﾞｺﾞﾆｱ 5 　- 　-

5 　- 　-

総施肥量 220 200 200

窒素要求量-中 8万ポット 元肥 200 200 200
ｷﾝｾﾝｶ ×3 追肥 10 　- 　-

ｷﾝｷﾞｮｿｳ (3号） 10 　- 　-
ﾃﾞｰｼﾞｰ 10 　- 　-

10 　- 　-

10 　- 　-

総施肥量 250 200 200

窒素要求量大 元肥 200 200 200
ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 追肥 20 　- 　-

ｺﾘｳｽ 20 　- 　-
ｻﾙﾋﾞｱ 20 　- 　-

ﾏﾂﾊﾞﾎﾞﾀﾝ 20 　- 　-
ﾍﾟﾁｭﾆｱ 20 　- 　-

ﾊﾎﾞﾀﾝ 総施肥量 300 200 200

5号鉢上げ後 7,500鉢 元肥 120 800 120
【事例】平坦地域 (5号） 追肥(液肥：200ml/L用土)

F1品種 　　　　(6下～7 80 80 80

　　　　(7中～9 120 120 240

　　　　(9中～10 160 160 160

　　　　(10中下) 40 40 60

総施肥量 520 1,200 660

【事例】中山間 元肥 　- 　- 300

追肥(6月下旬) 85 85 85

　　 (8月上旬) 100 300 100

   　(8月中旬) 100 120 180

　 　(8月中下旬) 34 34 34

　 　(9月上旬) 100 120 180

　 　(9月下旬) 150 120 150

　　 (10月上旬 66 52 88

　 　(10月中旬) 100 120 180

総施肥量 735 951 1,297

　　　200-200-300ppm×1回

◆総量は10月下旬からのトユ施肥
量を除いたもの。
◆元肥はケイ酸加里を使用
◆追肥の 8月中下旬、10月中旬～
以外は置肥
◆8月中下旬は置肥と肥効調整用
液肥 2000倍 による上部施肥
◆10月上旬から底面給水による液
肥5000倍の交互施肥。
◆底面からの施肥は、窒素成分で
40ppm以下で施肥する。

　　　200-200-200ppm×4回

◆元肥は肥効調節型肥料

　　　200-200-200ppm×2回
　　　100-100-200ppm×6回

◆追肥の液肥濃度と回数

◆2g/L用土の苦土石灰を混合

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量(mg/L用土)

施肥上の注意点

※施肥量の単位は、mg/L用土

◆元肥は肥効調節型肥料を利用
する。
◆追肥は液肥を灌水と同時に施
肥する。

花壇
苗

シク
ラメン
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目標収量

時期 窒素 リン酸 カリ 石灰 苦土

バラ
【事例】施設 10万本 ( 1月) 1.5 0.8 1.7 35.6 16.2 液肥・苦土石灰
土耕 ( 2月) 9.5 8.8 9.7 0.6 2.7 有機化成・液肥・硫ﾏ

周年栽培 ( 3月) 1.5 0.8 1.7 0.6 0.2 液肥
( 4月) 1.5 0.8 1.7 0.6 0.2 液肥
( 5月) 9.5 8.8 9.7 0.6 2.7 有機化成・液肥・硫ﾏ
( 6月) 1.5 0.8 1.7 0.6 0.2 液肥
( 7月) 1.5 0.8 1.7 0.6 0.2 液肥
( 8月) 9.5 8.8 9.7 0.6 2.7 有機化成・液肥・硫ﾏ
( 9月) 1.5 0.8 1.7 0.6 0.2 液肥
(10月) 1.5 0.8 1.7 0.6 0.2 液肥
(11月) 9.5 8.8 9.7 0.6 2.7 有機化成・液肥・硫ﾏ
(12月) 1.5 0.8 1.7 0.6 0.2 液肥

総施肥量 50.0 41.6 52.4 42.2 28.4

ロックウール 12万本 　時期　　給液EC

周年栽培 　 夏　　 1.2dS/m

　 冬　　 1.7dS/m

【事例】施設切花 10万本 元肥 12.0 10.0 10.0

　無加温 総施肥量 12.0 10.0 10.0

　 定植 10月下
　 出荷　 3月中

ｾﾞﾗﾆｳﾑ
ｷﾌﾞｻスイセン

【事例】露地切花 7万本 元肥 20.0 16.0 18.0

ﾌｫｰﾁｭﾝ 総施肥量 20.0 16.0 18.0

ｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾞｬｲｱﾝﾄ
等

ﾀﾞﾘｱ
【事例】球根養成 1万5千球 元肥( 3月) 12.0 14.0 12.0

総施肥量 12.0 14.0 12.0

【事例】施設切花 12万本 元肥 10.0 8.0 9.0
　加温･無加温 総施肥量 10.0 8.0 9.0

　定植11～12月

　出荷  1～  3月

ﾒﾘｰｳｲﾄﾞｰ

ﾋﾟﾝｸﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ

ｸﾘｽﾏｽﾄﾞﾘｰﾑ

硝酸ｶﾘｳﾑ　　  　　 0～3.5kg

硝酸　　　　                 100ml

Ｃ液　　　　　　       　      1.0L硝酸　　　　　　  　　　　　50ml

ｷﾚｰﾄ鉄　　　　       　   0.2kg

塩化ｶﾘｳﾑ　　　 　　0～1.5kg

■Ａ液: 50L

硝酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ 　   0～2.5kg

尿素　　　　　　　 　 0～1.1kg

ﾎｳ酸　　 　　   　 185g

硝酸ｶﾘｳﾑ　    　  2.8～4.0kg

硫酸ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ  　4.3～4.9kg

硝酸ｶﾙｼｳﾑ      7.0～9.5kg
■Ｃ液：10L■Ｂ液：50L

ﾘﾝ酸第１ｶﾘｳﾑ    1.4～2.3kg

ﾍﾞｯﾄﾞ内EC 2.0～2.5dS/m

培養液成分量(A液とB液を給液時混合)

◆元肥は定植2～3週間前に有機
質肥料・肥効調節型肥料を主体に
施肥する。

作目 作型および品種 施肥上の注意点
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

硫酸亜鉛　     　 150g

硫酸ﾏﾝｶﾞﾝ   　  250g

硫酸銅　　　　    　30g

硝酸　　　　      100ml

ﾁｭｰ
ﾘｯﾌﾟ

◆元肥は定植2～3週間前に有機
質肥料・肥効調節型肥料を主体に
施肥する。

◆球根養成(施設切花用の品種も
含む）も同様の施肥管理を行う。

ｽｲｾ
ﾝ
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目標収量

kg 時期 窒素 リン酸 カリ

【事例】施設切花 3万5千本 元肥 15.0 12.0 13.0

　加温（2度切り） ×2 総施肥量 15.0 12.0 13.0
　定植　　　 9月

　出荷11月,6月

ソレミヨ

【事例】施設切花 4万本 元肥 17.0 13.0 14.0
　加温(2度切り） ×2 追肥 0.27 0.14 0.13

　定植   　　9月 総施肥量 17.3 13.1 14.1
　出荷 2月,5月

ﾌﾞﾙｰﾋﾟｯｺﾛﾋﾟｺﾃｨ

【事例】 7千鉢 元肥(定植7日 3.5 3.5 3.5
鉢花 (5号） 追肥(生育中期 2.0 0.7 3.3

　 定植 　7～ 8月 2.2 3.0 3.7
　 出荷11～12月

ﾌﾘｰﾀﾞﾑ 総施肥量 7.7 7.2 10.5

施肥上の注意点

◆元肥は定植2～3週間前に有機
質肥料・肥効調節型肥料を主体に
施肥する。
◆追肥は生育中期まで10〜14日
ごとに3回、10a当たり300Lの液肥
(15-8-7の500倍液）を散布する。

ｽｶｼ
ﾕﾘ

◆元肥は定植2～3週間前に有機
質肥料・肥効調節型肥料を主体に
施肥する。

作目 作型および品種

ﾄﾙｺ
ｷﾞｷｮ
ｳ

ﾎﾟｲﾝ
ｾﾁｱ

施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

　　(ｼｪｰﾄﾞ前～
　　出荷2週間
前

◆元肥は肥効調節型肥料を主に
施肥する。
◆追肥は生育中期までは15-5-25
の液肥750倍液を7日に1回程度灌
水と同時に施肥する。
◆ｼｪｰ ﾄﾞ前から出荷2週間前まで
は15-20-25の液肥750倍液を10日
に1回程度灌水と同時に施肥する。
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6）飼料作物・地力増進作物

目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

水稲 移植　湛水直播
ホシアオバ 3,000 元肥 10.0 10.0 10.0
クサホナミ 追肥 4.0 - 4.0
はまさり 総施肥量 14.0 10.0 14.0

飼料 5,000 元肥( 4月中旬) 10.0 15.0 10.0
ﾊﾟｲｵﾆｱﾃﾞﾝﾄｾｼﾘｱ 　　　　～ 追肥(発芽後30日) 5.0 - 5.0

ｸﾐｱｲﾃﾞﾝﾄ 8,000 総施肥量 15.0 15.0 15.0
等

地力増進 5,000 元肥( 4月中旬) 5.0 8.0 5.0
　　　　～ 追肥(発芽後30日) 3.0 - 3.0

8,000 総施肥量 8.0 8.0 8.0

飼料　　数回刈取 10,000 元肥( 9月上旬) 7.0 15.0 7.0
ﾀﾁﾏｻﾘ 追肥(刈取後数回) 5.0 - 5.0
ｼﾞｬｲｱﾝﾄ 5.0 - 5.0

等 5.0 - 5.0
総施肥量 22.0 15.0 22.0

地力増進 2,000 元肥 8.0 8.0 8.0
　　　　～ 総施肥量 8.0 8.0 8.0

4,000
飼料 6,000 元肥 7.0 15.0 7.0
ｽｰﾊﾟｰｼｭｶﾞｰｿﾙｺﾞｰ 　　　　～ 5.0 - 5.0

ｳﾙﾄﾗｿﾙｺﾞｰ 8,000 5.0 - 5.0
等 総施肥量 17.0 15.0 17.0

地力増進 6,000 元肥 10.0 8.0 10.0
総施肥量 10.0 8.0 10.0

飼料 3,000 元肥 7.0 15.0 7.0
ｱｰﾘｰｸｲｰﾝ　等 　　　　～ 5.0 - 5.0

4,000 総施肥量 12.0 15.0 12.0

地力増進　　青刈り 1,000 元肥 10.0 10.0 10.0
　　　　～ 総施肥量 10.0 10.0 10.0

3,000
飼料　　3回刈取 12,000 元肥 7.0 15.0 7.0

ﾍｲｽｰﾀﾞﾝ　等 追肥 5.0 - 5.0
5.0 - 5.0

総施肥量 17.0 15.0 17.0

飼料　　3回刈取 6,000 元肥 7.0 7.0 7.0
　　　　～ 追肥 5.0 - 5.0

9,000 5.0 - 5.0
総施肥量 17.0 7.0 17.0

地力増進 3,000 元肥 10.0 8.0 10.0
　　　　～ 総施肥量 10.0 8.0 10.0

4,000

飼料　　3回刈取 6,000 元肥 7.0 15.0 7.0
ｶﾀﾝﾎﾞﾗ　等 追肥 5.0 - 5.0

5.0 - 5.0
総施肥量 17.0 15.0 17.0

混播
牧草

飼料　　3回刈取 5,000 元肥 7.0 15.0 7.0

　　　　～ 追肥 5.0 - 5.0
9,000 5.0 - 5.0

総施肥量 17.0 15.0 17.0

◆土壌pH 6.5を目標に苦土石灰等を
施用する。
◆凍霜害の可能性が大きい場合はリ
ン酸を20%程度増施する。

ﾛｰｽﾞ
ｸﾞﾗｽ

◆土壌pH 6.0を目標に苦土石灰等を
施用する。

ｿﾙｶﾞﾑ
類

◆土壌pHの適応性大きく、極端な酸
性土壌以外は石灰質肥料の施用は
必要ない。
◆家畜ふんたい肥の施用効果が大き
い。
◆飼料にする場合、若いものは青酸
を含んでいるので草丈1mと する。

ｴﾝﾊﾞｸ ◆土壌pH 6.0を目標に苦土石灰等を
施用する。
◆過湿では生育不良になるので排水
対策が必要。

ｽｰﾀﾞﾝ
ｸﾞﾗｽ

◆土壌pH 6.0を目標に苦土石灰等を
施用する。

ｼｺｸﾋﾞ
ｴ

◆半湿田、湿田でも栽培ができる。
◆成長が早く、移植・湛水直播とも可
能。

ﾄｳﾓﾛｺ
ｼ

◆土壌pH6.0～7.0を目標に苦土石灰
を施肥する。
◆過湿に弱いので排水対策が必 要。

ｲﾀﾘｱ
ﾝﾗｲｸﾞ
ﾗｽ

◆土壌pH6.0を目標に苦土石灰等を
施用する。

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点

◆増収を図るため、幼穂形成期に追
肥を行う
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目標収量
kg 時期 窒素 リン酸 カリ

青刈ﾋ
ｴ

地力増進 6,000 元肥 10.0 8.0 10.0

ｷﾝｸﾞﾐﾚｯﾄ 　　　　～ 総施肥量 10.0 8.0 10.0
ｸﾞﾘｰﾝﾐﾚｯﾄ　等 8,000

地力増進 2,000 元肥 6.0 6.0 6.0
一般栽培品種 　　　　～ 総施肥量 6.0 6.0 6.0

5,000

地力増進 3,000 元肥 8.0 8.0 8.0
在来種 　　　　～ 総施肥量 8.0 8.0 8.0

5,000

ﾚﾝｹﾞ 地力増進 2,000 元肥 1.0 1.0 1.0
大晩生　等 　　　　～ 総施肥量 1.0 1.0 1.0

4,000

地力増進 2,000 元肥 2.0 2.0 2.0
ｺﾌﾞﾄﾘｿｳ 　　　　～ 総施肥量 2.0 2.0 2.0

ﾈｺﾌﾞｷﾗｰ　等 5,000

地力増進 5,000 元肥 2.0 2.0 2.0
ﾛｽﾄｱﾗｰﾀ 　　　　～ 総施肥量 2.0 2.0 2.0
田助　等 8,000

◆半湿田、湿田でも栽培ができる。
◆成長が速く、移植・湛水直 とも重量
多い。

青刈イ
ネ

作目 作型および品種
施肥時期および成分別施肥量（ｋｇ）

施肥上の注意点

ｾｽﾊﾞﾆ
ｱ

◆すき込み時期が遅れると茎が硬化
するので、播種後50～60日後(草丈
1.5～2m程度)を目安とする。

青刈ﾊ
ﾄﾑｷﾞ

◆半湿田、湿田でも栽培ができる。
◆過湿では発芽せず、生育初期湛水
状態では生育不良となるので移植栽
培とする。

◆土壌pH 5.2～6.2を目標に石灰質
肥料を施用する。
◆過湿は発芽、生育を不良にするの
で排水対策が必要。

ｸﾛﾀﾗﾘ
ｱ

◆石灰質肥料の施肥効果が大きいの
で土壌pH6.0～7.0を目標に施用す
る。
◆排水対策が必要。

◆半湿田、湿田で栽培できる。
◆乳熟期までにすき込む。
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４. 要素欠乏・過剰症及びガス障害とその対策 

（文中の図表は、原色生理障害の診断法：渡辺和彦著より） 

要素欠乏が疑われる場合は、化学分析により診断を行う必要がありますが、通常一定の期間を要す

ることから、迅速な対応が難しいのが現状です。そこで、作物体の観察から簡易に診断を行う方法があ

ります。症状からの診断は概ね下のような流れで行い、栽培管理や過去の履歴を聞き取ることで、ある

程度の目安を付けることができます 

 

古葉に
異常

葉全体に
クロロシス

葉脈の緑も
薄くなる N欠乏

作物全体の生育が悪く淡緑色で、特に下位葉
の葉色が淡くひからびる

YES

葉脈の縁が
残る Mg欠乏

作物全体の生育は、それほど低下しないが、
下位葉のクロロシスが目立つ

葉縁部より
クロロシスを
生じ枯れる

K欠乏
目立った生育低下はなく、果実肥大期に急に
下位葉の葉縁部からクロロシスを生じ、その部
分が枯死することも多い

全体の生育
が悪く葉脈
が赤紫色化

P欠乏
葉の縁が濃くなるだけの作物も多い
生育は全体に悪く、果実の成熟は極めて悪い

枯死斑が
生じる Zn欠乏

作物体全体の生育が悪く淡緑色を示す
葉の中肋部に赤褐色斑を生じたり、小葉化す
ることも多い

K欠乏
葉に不規則な大小の斑点状のクロロシスを生
じ、その部分が壊死する

新葉に
異常

頂葉は壊死
又はそれに
近い

葉縁部より
不規則に
クロロシス

B欠乏
水耕栽培でB欠乏すると典型的
ダイコンの根部の褐変
セルリー葉柄の横型亀裂等

NO

葉縁部より
枯死又は
亀裂

Ca欠乏

高温、窒素多肥で生じやすい
トマト果実の尻腐れ
ハクサイ、キャベツの芯腐れ
セルリー葉柄には縦に褐色の壊死症状

葉全体に
クロロシス Fe欠乏

作物全体の生育は、あまり劣らず、新葉のクロ
ロシスが目立つ

葉脈の緑は
残る

Zn欠乏
Zn欠乏症状は、古葉からの発生が一般的だ
が、トウモロコシ等では新葉の中央部からクロロ
シスが発生する

クロロシスが
下位葉に
拡大

S欠乏 日本の耕地では通常S欠乏は発生しない

葉脈間に
クロロシス発
生後、壊死
斑発生

Mn欠乏

ダイズ、大麦等では典型的な症状
野菜類では壊死斑を生じず、葉縁部から葉脈
の緑を残し、網目状にクロロシスを発生すること
も多い

しおれる Cu欠乏
葉の膨圧低下によるしおれは、Cu欠乏症状の
特徴であるが、葉先枯れや葉縁部の不規則な
クロロシスも見られる

YES YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO
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作物に欠乏症や・過剰症が疑われた場合に、化学分析を用いて土壌診断を行う場合の流れを下記

に示します。化学分析を行う場合にも、できるだけ簡便なpHやECの値と作物の症状や栽培管理等を

聞き取りして、目安をつけてから分析を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水はけ良 EC正常

異常還元

YES

NO

YES

悪臭がする

畑作物正常
稲に障害

YES

As過剰

Fe2-検出

Mn2+検出

NO2検出

湿害(畑)

Mn過剰
湿害傾向

NO2吸収阻害
湿害傾向

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

NO3
多量検出

YES

Cl多量検出 塩害

NO

YES

SO4
多量検出

硫酸酸性障害
(低pH)

YES

葉に
枯死斑なし

濃度障害
YES

ハウス内
露滴にNO2

NO2ガス障害
YES

ハウス内
露滴にNH4

NH4ガス障害
YES

pH正常 施肥正常

NO

NO

NO

NO

NO

YES

NO

ｐHが低い
YES

植物体
Fe不足

Fe欠乏(新葉黄化)

NO

YES

植物体
Mn不足

Mn欠乏YES

Al検出 酸性障害
YES

Mn
多量検出

Mn過剰
YES

Ec-Ca不足 酸性障害
YES

NO

NO

NO

NO

NO

Ec-Zn
多量検出

重金属過剰
YES

NO

B,Zn,Cu欠乏の疑い

NO
Mo欠乏、Cd,Cu過剰の疑い

N不足

P不足 P欠乏)

NO

YES

K不足 K欠乏
YES

NO

NO

NO

N欠乏

該当あり
当該元素の欠乏・
過剰症状

YES

症状から各種元素の
欠乏・過剰の疑い

YES

土壌肥料以外の原因

YES
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１） 症状から予想される要素欠乏・過剰症・ガス障害とその類似症 

部 位  症 状
予想される要素
欠乏・過剰症等

間違いやすい病害虫被害等 病虫害との違いを確認するポイント

しおれ 水分不足

TMV(ﾄﾏﾄ)

半身萎凋病
(ﾄﾏﾄ,ﾅｽ,ﾋﾟｰﾏﾝ)

疫病(ﾄﾏﾄ, ｷｭｳﾘ)

青枯病(ﾄﾏﾄ,ﾅｽ)

ネキリムシ(ﾚﾀｽ)

　一般的に、要素欠乏・過剰症では、銅欠乏
以外はしおれを示さない。
　病害虫によるしおれには一過性、慢性、急性
のものがある。
　ﾄﾏﾄのTMVによる幼苗期の頂葉のしおれは
一過性である。
　萎凋病 、根腐萎凋病、半身萎凋病などは慢
性的で、疫病や青枯病は急性の症状を示す。
　各種導管病は、しおれを示し、主根や茎の
下部を切断すると導管部が褐変していることが
多い。

生育不良
黄化

肥料不足
湿害(ﾀﾞｲｽﾞ等)
ネコブセンチュウ(ﾄﾏﾄ)

　葉柄中硝酸濃度を確認することで肥料不足
を判断できる。
　 2価鉄(Fe2+)が確認されれば湿害を疑う。
　ﾄﾏﾄのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ害は緩慢で被害として外
見的に認められないときもある。

心どまり ﾎｳ素欠乏症
ヒラズネヒゲボソゾウムシ
(ﾋﾊﾞ･ｽｷﾞ類) を確認する。

ホルモン障害 ウィルス病

　ｳｲﾙｽ抵抗性品種の病徴は一般的な症状と
は異なるので注意する。
　ｳｲﾙｽ病は生長の盛んな新葉部に被害をも
たらす。
　先端部が萎縮するため 石灰欠乏、ﾎｳ素欠
乏症状とも類似している。

ﾎｳ素欠乏症
ホルモン障害

チャノホコリダニ
(ﾅｽ,ﾋﾟｰﾏﾝ,ｲﾝｹﾞﾝ)

　ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆは肉眼では見えないので実体顕
微鏡で確認する。
　ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆの被害は葉脈が縮れ、蛇行す
る。またﾅｽでは葉裏が油ぎる。

縮れ －
アブラムシ
ウィルス病

　特定の葉が縮れるのは、通常はｱﾌﾞﾗﾑｼの寄
生。ｱﾌﾞﾗﾑｼが見あたらず全体的にいじけて葉
が引きつれ、黄色みをおびるのはｳｲﾙｽ病の
場合が多い。

奇形
生育不良

石灰欠乏症
ケナガコナダニ
(ｽｲｶ,ﾅｽ,ﾊｸｻｲ,ｷｭｳﾘ
 ﾄﾏﾄ育苗床)

　育苗に用いる敷わら中でｺﾅﾀﾞﾆを確認する。
　ﾊｸｻｲ、ｽｲｶでは葉に多数の小白斑や小孔を
生じる。

石灰欠乏症
ホウ素欠乏症

ﾒｾﾝﾁｭｳ(ｲﾁｺﾞ) 　新葉が萎縮し、ゆがんだような奇形になる。ｲ
ﾁｺﾞの ﾒｾﾝﾁｭｳの被害は葉柄や新芽が赤いの
が特徴。

石灰欠乏症 寒害(ｷｬﾍﾞﾂ,ｼﾛﾅ) 寒害は、葉先や生長点部にあらわれやすい。

心止まり
奇形

全 身

生長点

萎縮
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部 位  症 状
予想される要素
欠乏・過剰症等

間違いやすい病害虫被害等 病虫害との違いを確認するポイント

チューリップサビダニ
(ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ)

　ﾁｭｰﾘｯﾌﾟｻﾋﾞﾀﾞﾆでは花色が異常になるだけ
でなく、葉も奇形になりやすい。

老化(ﾅｽ,ﾄﾏﾄ)
　花弁の色が淡いのは樹勢の低下を示してい
る。また老化苗でも花弁の色が淡い。

雌ずいの
発育不良

老化 寒害、高温(ｲﾁｺﾞ,ﾅｽ)

　ｲﾁｺﾞ、ﾅｽは樹勢が低下すると雄ずいよりも雌
ずいが短くなり褐変するが、寒害、高温または
ﾎﾙﾓﾝ散布障害によっても同症状が生じる。
ﾋﾟｰﾏﾝでは老化により逆に雄ずいが発育不良
になりやすい。

疫病の治癒病斑(ﾋﾟｰﾏﾝ)

　疫病や炭疽病、日焼け果などの症状とも類
似している。判別上の ﾎﾟｲﾝﾄは果実を割ると疫
病では内部の種子の部分あるいは、果皮の内
側に菌糸や分生胞子を形成している。また、
果実を湿室におくと病徴が進行する。
　炭疽病菌は石灰欠乏による尻腐れ部位に雑
菌として進入し繁殖しやすい。炭疽病では病
斑の周辺部に同心輪紋が見られ、また黒い胞
子が観察される。

実腐れ病(ﾄﾏﾄ)
  実腐れ病に似ている。病斑は輪紋状を呈し、
のちに黒色の小粒を生じるのと、葉にも褐色円
形の病斑を生じることにより区別できる。

すじ腐れ 加里欠乏症 TMVによる条斑病(ﾄﾏﾄ)
　現場での加里欠乏は少ない。加里欠乏が疑
われるときは葉柄中の加里含量を調べる。
　萎凋病でも白スジが発生する。

ヤニ ホウ素欠乏症
斑点細菌病、菌核病、つる割
病(ｷｭｳﾘ)

　ｷｭｳﾘは果実からﾔﾆを出しやすい。

亀裂 ホウ素欠乏症 原因不明(ｷｭｳﾘ)
　ｷｭｳﾘのくくれ果、果実内の亀裂は花芽分化
期か子房肥大期の何らかの障害で、ﾎｳ素欠
乏ではない。

アンモニア急性
過剰症

かいよう病(ﾄﾏﾄ)

　かいよう病も ｱﾝﾓﾆｱの急性過剰症と類似の
潰瘍を生ずるが、盛り上がりがみられる。
　またｳｲﾙｽによる条斑病も黒くえそが入る。
　これら病原菌によるものは葉の褐変または黄
化をともなう。

石灰欠乏症 凍害(ｾﾙﾘｰ)

　石灰欠乏では新葉の生育も悪い。

が凍結し、ｾﾙﾘｰの葉柄内は空洞になった
り、 外観上黒ずんで腐り、石灰欠乏症状と
類似するが、指で押したり切断すれば、容
易に判断できる。

ホウ素欠乏症 CMV 　CMVは葉にもﾓｻﾞｲｸ症状が発生する。

茎 えそ条斑

花

石灰欠乏症色抜け

尻腐れ
石灰欠乏症

窒素過剰症

果実
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部 位  症 状
予想される要素
欠乏・過剰症等

間違いやすい病害虫被害等 病虫害との違いを確認するポイント

ホウ素欠乏症
石灰欠乏症

原因不明

　ﾎｳ素欠乏では横の亀裂が入りやすいが、生
長点の生育も停止する。生長点の生育が正常
で茎や葉柄に亀裂のはいる症状もホウ素欠乏
症といわれているが、今後の研究が必要。

ホウ素欠乏症 かいよう病(ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ)
　かいよう病は、発病初期に葉の亀裂を生じる
が、のちに軟化腐敗する。

心葉の濃
緑色

窒素過剰症 根くびれ病(ﾊｸｻｲ)
　根くびれ病の初期初期症状は、外葉は枯れ
ているが、心葉の緑色が濃いため、 窒素過剰
による濃度障害のようにもみえる。

黄化病(ﾊｸｻｲ)
　黄化病は導管病にもかかわらず、しおれを示
さず、葉が黄白色となる。

萎黄病(ﾚﾀｽ)
　萎黄病は、一般病害のようにしおれず、葉が
黄白色を示し、心どまり状になるため鉄、ﾎｳ素
の複合欠乏症のように見える。

白化
鉄欠乏症
リン酸過剰症

低温、強光障害(ｲﾈ)

　ｲﾈ幼苗はﾘﾝ酸過剰障害を受けやすいが、ﾘ
ﾝ酸過剰では葉先に褐色斑を生ずる。
　強光下で極度のﾘﾝ酸過剰条件下では葉先
が白化して枯れる。
　高温暗黒下で発芽させ、急に低温(10℃前
後)、強光下で緑化処理を開始すると、それ以
後に出芽する葉身の一部が白化する。

葉先黄化 加里欠乏症 低温障害(ﾄﾏﾄ)
 　1枚の葉を見ただけでは区別しにくい。ﾊｳｽ
での低温障害は上位葉に、K欠乏症は下位葉
に発生しやすい。

ﾓｻﾞｲｸ状黄
化

鉄欠乏症
亜硝酸吸収障害

ウィルス病(ﾄﾏﾄ)

　鉄欠乏、亜硝酸吸収障害は奇形を生じない
で、葉１枚全体が葉脈の緑を残してほぼ均一
に網目状に黄化する。
　ｳｲﾙｽ症状は奇形を生じやすい。

葉脈間の
黄化

苦土欠乏症 ハダニ
　黄化葉があればまず葉裏を見る。ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ、ﾆ
ｾﾅﾐﾊﾀﾞﾆ、ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆが多いが、いずれも体

葉脈間の
湿潤斑

アンモニアガス
障害

疫病(ﾄﾏﾄ)

　春先暖かくなったﾊｳｽで発生し、葉に湿潤性
の褐変斑を生じる。ｶﾞｽ障害では、土壌pH、EC
が高く、ﾊｳｽの露液からｱﾝﾓﾆｱが多量に検出
される。

すらと霜のようなｶﾋﾞを生じるのが特徴。

亜硫酸ｶﾞｽ障害
薬害

　ｱﾝﾓﾆｱｶﾞｽ障害でもときには白化する。
　ｶﾞｽ障害、薬害とも光のあたる所ほど激しい。
これらの障害は外観だけでは区別しにくい。

オキシダント

　ｵｷｼﾀﾞﾝﾄと総称される汚染物質の中で、ｵｿﾞﾝ
とPANが特に有害である。
　ｵｿﾞﾝの被害は一般に葉の表側に白色あるい
は褐色の斑点として現れる。成熟葉が被害を
受けやすい。
　PANの被害は葉の裏側に鉛色または青銅色
の金属光沢のある症状として現れ、若い葉に
限られる。

亜硝酸ｶﾞｽ障害
葉脈間の
白化褐変

心葉の黄
化

葉

鉄欠乏症

亀裂
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部 位  症 状
予想される要素
欠乏・過剰症等

間違いやすい病害虫被害等 病虫害との違いを確認するポイント

大型不整
形斑点

加里欠乏症 べと病(ﾈｷﾞ､ﾀﾏﾈｷﾞ)

　べと病では病斑のまわりに小白斑を生じ、多
くの場合この斑点が互いに連なって病斑周辺

では、胞子を形成することで判別できる。

ごま塩状斑
点

リン酸過剰症

斑点細菌病

小班細菌病

黄化病(ｳﾘ科野菜)

　斑点細菌病では、多湿条件で水浸状病斑に
なることと、病原菌の毒素による中毒部分(ﾊ
ﾛｰ)が、かさのように斑点の周囲に観察され、
病斑部はもろく、穴があきやすい。
　小斑細菌病の病徴も、斑点細菌病とほぼ同
様であるが、小斑細菌病では斑点以外に下位
葉の葉脈が褐変する。
　黄化病は、その感染初期においては、葉脈
間に淡黄緑色、不定形の小斑点を多数生じ
る。本病の末期には、これらの斑点が拡大して
つながり、苦土欠乏のように黄化することと、病
徴が上位葉へ移行することが特徴。

スリップス、ハダニ(ﾅｽ)

　葉を1枚見るとｽﾘｯﾌﾟｽやﾊﾀﾞﾆの被害と似てい
る。葉裏はｽﾘｯﾌﾟｽの場合は光ってへこんでい
る。ﾅｽは ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ、ﾆｾﾅﾐﾊﾀﾞﾆがつきやす
いが、その場合は被害が激しくなると少し褐色
になる。

萎黄病(ﾀﾞｲｺﾝ)

　萎黄病でも黄化するが、そのときは葉が放射
状に開かず、いびつになっていることが多い。
また、病勢がすすむと萎凋するため、単なる要
素欠乏と区別できる。

下葉の紅
葉

窒素欠乏症
リン酸欠乏症

冬期の水分不足(ｲﾁｺﾞ)

　ｲﾁｺﾞは 窒素欠乏でも黄化はしにくく紅葉す
る。
　冬期の乾燥害でも下葉は紅葉する。寒さの
害とも誤診しやすい。土ぼこりの立つような乾
燥はさける。

葉脈の赤
色化

リン酸欠乏症 低温障害(ﾄﾏﾄ幼苗)
　ﾄﾏﾄの幼苗は寒さによりｱﾝﾄｼｱﾆﾝを生成しや
すい。

葉縁の赤
色化

亜鉛過剰症
カドミウム過剰症

紫斑病(ﾀﾞｲｽﾞ)

　ﾀﾞｲｽﾞの紫斑病は、8月上旬から10月上旬に
中肋や支脈に沿って紫褐色の周辺不明瞭な
病斑をつくる。葉脈にそって赤紫色になること
も多い。また、茎にも紡錘形に近い赤褐色の
病斑が現れる。病勢がすすむと色も灰紫黒色
に変わり、その上に多数の分生胞子を形成す
る。
　亜鉛過剰ではこのような症状は示さない。

窒素欠乏症下葉黄化葉
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部 位  症 状
予想される要素
欠乏・過剰症等

間違いやすい病害虫被害等 病虫害との違いを確認するポイント

葉脈の褐
変

マンガン過剰症 葉焼病(ﾀﾞｲｽﾞ)

葉から生じる。病斑の周辺に細菌病特有の黄
色のﾊﾛｰを生じることもあるが、裏面はｺﾙｸ化し
て多少隆起するのが特徴。葉脈付近が線状に
褐変するため、ﾏﾝｶﾞﾝ過剰症と非常に誤りや
すい。

濃度障害 萎凋病(ｲﾁｺﾞ)

　濃度障害では土壌のECが高く、ｸﾗｳﾝを切断
しても導管部はほとんど褐変していない。
　萎凋病では、葉柄の紫褐色の条斑が特徴
で、導管部は褐変している。

かいよう病の初期症状(ﾄﾏﾄ)

　ﾄﾏﾄのかいよう病では茎や葉柄を切ると
髄部が淡黒色になっている。
　ｽｲｶの疫病は均一に葉の周辺が枯れる
のではなく一部に大型の病斑をつくり短期
間に進行する。

疫病、炭疽病(ｽｲｶ)
縁枯細菌病(ｷｭｳﾘ)

　ｷｭｳﾘの縁枯細菌病では健全部との境が
細菌病特有の水浸状になり、加里欠乏症
より境界が明瞭である。

ホウ素過剰症
褐色葉枯病、すじ葉枯病
(ｲﾈ)

　ﾎｳ素過剰による葉先や葉縁の褐変枯死、大
型斑点は左記の病害とも類似しているが、 ﾎｳ
素過剰症では斑点が葉縁部に集中。

石灰欠乏症 根くびれ病(ﾊｸｻｲ)
　生育後期に感染した根くびれ病も、葉縁が
黄化したり、一部縁腐れ的症状等の石灰欠乏
症のような症状を示すので、根を観察する。

肌荒れ ホウ素欠乏症 ネグサレセンチュウ(ﾀﾞｲｺﾝ)

　ﾎｳ素欠乏症では根部表面の広い範囲が黄
化したり、ｺﾙｸ化する。
　ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳの被害では白色の小さな隆起
を生ずる。

表皮異常 ホウ素欠乏症 リゾクトニア(ﾀﾞｲｺﾝ)

　条斑(横しま)、亀裂褐変、円形の黒変などの
症状は、ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌(ｶﾋﾞ)により、土壌が過湿の
所で発生しやすい。ｱﾌｧﾉﾏｲｾｽ菌(ｶﾋﾞ)でも、
後期感染や、低温で病斑があまり進展しないと
類似に症状を示すことがある。

切断面の
黒変

ホウ素欠乏症 萎黄病、黒腐病(ﾀﾞｲｺﾝ)

　ﾎｳ素欠乏症では地上部が黄化したり、しお
れることがない。
　根部を見た場合ﾀﾞｲｺﾝの品種によっては、ﾎｳ
素欠乏症でも萎黄病と同じく導管付近が黒褐
色になることもあるので注意が必要。
　黒腐病は葉縁が黄化し、のち葉全体が黒化
するため、地上部を見れば ﾎｳ素欠乏症と見
誤ることはない。

黒褐変 濃度障害 土壌伝染性病害
　土壌伝染性病原菌による場合は、根部を切
断すると導管が褐変している。

葉

根　部

加里欠乏症

葉先枯れ
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２） 要素の欠乏・過剰の応急対策とその注意点 

  土壌診断に基づく適正施肥、土壌管理、たい肥等の有機物施用、土づくり肥料による土壌 pH の調

整、リン酸、ケイ酸含量の適正化が重要です。これらによって、塩類濃度を適正に保つとともに、一部

要素の過剰による他要素の吸収抑制、異常 pH などによる微量要素の欠乏、過剰を回避することが対

策の基本です。しかし、栽培中に発生した場合の応急的な対策は次の通りです。 

  なお、葉面散布は葉にﾜｯｸｽの多い作物は展着剤を添加し、吸収効果の高い夕方、葉裏に充分散

布する。 

 

  ※下表は、あくまで応急対策であり、根本的な対策とはなりません。 

要素 欠　　　　　　　　　乏   　　過　　　　　剰

窒素

○水稲の秋落ち対策として、穂肥(幼穂形成期) に尿素（2%溶液2
回程度の散布）で効果を示す。
　麦の出穂以後の散布で効果を示す。(いずれも150L/10a)

る。

  尿素は24時間後には同化し、吸収がはやい。
　明、暗の影響は少ない。
　砂糖の加用は薬害を抑えるが、窒素吸収も低下する。
  苦土と合わせ、硫酸ﾏｸﾞﾈｼｳﾑと併用すると薬害が抑えられる。

月 1回散布し増収効果あり。
　果樹植え付け後、ﾘﾝ酸1ｱﾝﾓﾆｳﾑの1%溶液を植付後1.5ヵ月頃か
ら7日ごとの散布で効果あり。

○窒素肥料(硫安、尿素など)を水に溶かし、土壌施肥する。

○灌水量を多くする

ﾘﾝ酸

○ﾘﾝ酸吸収の悪い水稲に、ﾘﾝ酸1ﾅﾄﾘｳﾑ、ﾘﾝ酸1ｱﾝﾓﾆｳﾑ､ﾘﾝ酸2

　pH2以下ではﾈｸﾛｼｽを生ずる。

  ﾘﾝ酸化合物は他と混合すると、効果が低下することがある。

　ﾘﾝ酸1ｶﾘｳﾑ､ﾘﾝ酸ｶﾙｼｳﾑは乾燥状態では塩が析出し吸収され
にくい。

   －

加里

○秋落ち水稲対策として、硫酸ｶﾘｳﾑ、塩化ｶﾘｳﾑを幼穂形成期か

  ﾘﾝ酸の効果も合わせ ﾘﾝ酸1ｶﾘｳﾑ 0.3%溶液も利用できる。
○灌水量を多くする
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要素 欠　　　　　　　　　乏   　　過　　　　　剰

石灰

果あり。
　ﾄﾏﾄの尻腐れ、ﾊｸｻｲ、ｷｬﾍﾞﾂの心腐れへの効果はない。
　ﾘﾝ酸1ｶﾙｼｳﾑの 0.3%溶液も利用できる。いずれも7日おきに数回
散布する。

 ほとんどの要素が導管、篩管とも自由に移動するが、 ｶﾙｼｳﾑは
導管だけしか移動できず、 これが葉面散布の効果が出にくい原
因といわれる。

○土壌の過乾燥、過湿を改善し、高温管理をさける。

○灌水量を多くする

苦土

散布する。

　または、水酸化ﾏｸﾞﾈｼｳﾑを 60kg/10a程度を適量の水に溶かし
畝間に灌注するか、直接土壌に散布しその後灌水する。土壌
pH6.0以上の時は硫酸ﾏｸﾞﾈｼｳﾑを用いる。

○土壌 pH6.0以上の時は石灰の
葉面散布
　土壌pHが低いときは炭酸ｶﾙｼｳ
ﾑなどを100kg/10a程度施肥

○灌水量を多くする

鉄

○

　若い葉は薬害を受けやすい。
  果樹では 5%溶液が使われる。
  花木、ｼﾊﾞはキレート鉄の1%溶液を散布する。
  鉄は葉の中での移動が非常に小さく散布液の侵入した部分だけ
が緑色となることが多い。
  キレート鉄の葉面散布は薬害を起こしやすい。
　キレート鉄の土壌施用は不溶化しにくく効果が持続する。

 土壌の過乾燥を改善する。

○果樹では幹の穴(直径 5mm深さ10mm程度)に耳かき2杯程度の
クエン酸鉄、キレート鉄、ﾘﾝ酸第２鉄をつめ、ワックスでふさいでお
く方法がある。

○水稲では加里の施肥により軽
減

マンガン

　その際、0.3%になるよう生石灰か消石灰を加える。
  また、果樹の休眠期散布は石灰硫黄合剤に1.5%溶液として散布
してもよい。

　落葉果樹の芽の出る前の散布は効果が出にくい。
 

する。

○土壌の乾燥に努める
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要素 欠　　　　　　　　　乏   　　過　　　　　剰

ホウ素
3回葉面散布する。
　ﾌﾞﾄﾞｳは開花10日前に散布する。
　その際、0.3%弱になるよう生石灰か消石灰を加える。

○ﾘﾝｺﾞでは1樹あたりホウ砂4g程度の樹幹注入で効果あり。

○灌水量を多くする

○消石灰などの株もと施用

亜鉛
前、効果が大きく薬害が出ない) に葉面散布する。
　その際、等量の生石灰か消石灰を加え葉面散布する。

○ﾌﾞﾄﾞｳでは硫酸亜鉛20%溶液を剪定後切口に塗布する。

溶液を葉面散布

○消石灰などを80kg/10a程度
石灰乳の形で畝の間に灌注

銅

する。その際、等量の生石灰か消石灰を加え葉面散布する。
　または 4－4式ﾎﾞﾙﾄﾞｰ液を葉面散布する。

する。

○ 鉄欠乏症として発現するこ と
があるので、鉄の葉面散布 が有
効

○消石灰などを 80kg/10a程度
石灰乳の形で畝の間に灌注

モリブデン

回、葉面散布する。

  体内できわめて移動しにくいので、果樹などでは下位葉だけで
なく上位葉にも散布する。

－

 

 

47



３） ガス障害とその対策 

ガス 症　  状　  と 　 事　  例 対　　　　　　策

アンモニアガス

1. 土壌pH7.5以上で、気温の急激な上
昇に伴い発生する。
2. ナス科野菜が弱く、障害が急激に発
生する。
　 新葉の障害はあまり見られず、中･下
位葉に障害を受けやすい。
　 下位葉は落葉を伴う場合もある。
3. 被害直後は葉縁部および葉脈間が
明瞭な水浸状となる。
4. 被害部は太陽に当たると黄色また
は薄い褐色を残し白化する。

◎ナス ： 下位葉から黄化落葉し、葉
　 脈間が茶褐色となる。障害が激しい
　 ときは白化する。
◎イチゴ ： 全体が黒ずみ枯死する。
◎トマト ： 葉の表、裏とも褐変する。障
　 害部が湿潤性をおびるので疫病に
　 類似している。
◎キュウリ ： 葉脈間が白化しやすいが
　 亜硝酸ガスほどではない。

1.アンモニア態窒素や有機態窒素が多く、土壌 pHが高
い施設内で急激に温度が上昇したとき発生する。
　多量のアンモニア性の窒素肥料や有機質肥料、有機
物､アルカリ性資材の施用をさける。

2.施設の換気につとめる。

3.アンモニア態窒素の硝酸化成を促進するため、土壌を
酸化的条件(灌水を控えるなど)に保つ。

亜 硝 酸ガス

1.土壌pH5以下で、気温の急激な上昇
に伴い発生。
2.マメ科､ナス科､ウリ科野菜が弱く、障
害発生が急激である。
　 症状は、中位葉に発生することが多
く、 アンモニアガス障害と類似している
が、被害直後の葉縁部、葉脈間の水
浸症状が不明瞭で、その後漂白された
ように白化し黄色、薄い褐色を残さな
い。

◎ナス科野菜 ： 葉に水浸状斑点を生
　 じ、次第に白化する。白化の境界が
　 明瞭である。被害がひどいときは白
　 斑があらわれず、熱湯でゆでたよう
　 に枯れる。
◎イチゴﾞ ： 葉に白斑があらわれず、
 　黒ずむ。

1. 窒素が多く、土壌が酸性になると、硝酸化成菌の活動
が低下するため、硝酸化成が途中で停止し、亜硝酸が
蓄積することで発生する。
　多肥や有機物の多量施用をさけ、土壌pHを適正に保
つ。

2. 施設内の換気につとめる。

3. 土壌の乾きすぎや湿りすぎで、 発生が誘発されるの
で潅水量や換気でコントロールする。

亜硫酸ガス

1. 暖房用の重油や軽油などの排気ガ
スによって発生。
2. 障害発生が急激で、中位葉に多く、
油浸状となり、ついで葉脈間が明瞭な
白斑を生じ枯死する。
3. 症状が激しい場合は、葉が熱湯を
かけたようにしおれ、数日後に白化枯
死する。

◎トマト ： 直後は展開葉の葉脈間が
 　油浸状となり、淡褐色化する。

1. 暖房機の整備につとめ、不完全燃焼しないように注意
する。
　ま た、できるだけ硫黄含量の少ない燃料を使用する。

2. 施設内の換気につとめる。
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ガス 症　  状　  と 　 事　  例 対　　　　　　策

オキシダント

1. 大気汚染や気温、日照条件などに
よって発生することが多い。
2. 主に オゾンと PAN(窒素過酸化物)
が原因。
　 オゾンは柵状組織を侵し、葉の表に
水浸状の斑点が生じ、やがて灰白色ま
たは褐色の斑点となる。
　 PANは葉の海綿状組織を侵し比較
的若い葉の裏に銀白色または青銅色
の斑点が発現する。

(オゾン)

　 褐色の斑点。

(PAN)
◎トマト・キュウリ：葉の裏の被害部分
　 が陥没し、銀白色または銅色の光
　 沢症状。

1. 光化学スモッグ注意報 が発令されたら、施設内の換
気を控え、特に風上側の開放をさける。

2. 通路への散水や遮光によって室温や葉温の上昇をお
さえる。

 炭  酸  ガ  ス

1. 炭酸ｶﾞｽ発生機が主な原因。
2. 通常大気中の炭酸ｶﾞｽ濃度が1000

　 被害は、作物の種類や栄養状態に
よって異なる。

◎トマト：葉の巻きあがり、生育抑制。

1. 施設内の日射量が少なく、夜温が低い時は炭酸ガス
濃度を低 くするなどの調節が必要。

 

(持続的農林業を推進する静岡県土壌肥料ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ,1999 より作成) 
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